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次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

と
き
は
、
貸
与
を
受
け
た
修
学

資
金
の
総
額
に
利
息
を
付
し
た

額
を
一
括
し
て
返
還
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

⑴ 

　
退
学
等
に
よ
り
契
約
が
解
除

さ
れ
た
と
き
。

⑵ 

　
医
師
と
な
っ
た
後
、
最
初
に

臨
床
研
修
等
に
従
事
し
た
日
か

ら
20
年
以
内
に
、
市
内
の
病
院

の
医
師
と
し
て
在
職
し
た
期
間

が
、
修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け

た
期
間
に
達
し
な
か
っ
た
と
き
。

⑶ 

　
大
学
を
卒
業
し
た
後
、
２
年

以
内
に
医
師
と
な
ら
な
か
っ
た

と
き
。

【
施
行
日
】
令
和
７
年
４
月
１
日

条

例

制

定

◆
い
わ
き
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
応

援
金
支
給
条
例
の
制
定

　
ひ
と
り
親
家
庭
等
で
児
童
を
監

護
し
て
い
る
者
に
対
し
、
児
童
が

中
学
校
を
卒
業
す
る
際
に
ひ
と
り

親
家
庭
等
応
援
金
を
支
給
す
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
の
経
済
的
負
担
の

軽
減
を
図
り
、
も
っ
て
児
童
の
新

生
活
を
応
援
す
る
た
め
、
本
条
例

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

【
主
な
制
定
内
容
】

１
　
支
給
要
件

　  

　
児
童
扶
養
手
当
の
認
定
を
受

け
た
者
で
あ
っ
て
、
次
の
要
件

を
具
備
す
る
も
の
に
対
し
、
応

援
金
を
支
給
す
る
。

⑴�

　
15
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ

る
者
を
同
月
１
日
（
以
下
「
基

準
日
」
と
い
う
。）
に
監
護
し

て
い
る
こ
と
。

⑵ 

　
基
準
日
に
お
い
て
本
市
に
引

き
続
き
１
年
以
上
住
所
を
有
し

て
い
る
こ
と
。

⑶ 

　
基
準
日
の
属
す
る
支
払
期
月

に
児
童
扶
養
手
当
の
全
部
又
は

一
部
の
支
給
を
受
け
て
い
る
こ

と
。

２
　
応
援
金
の
額

　 

　
応
援
金
の
額
は
、
児
童
１
人

に
つ
き
10
万
円
と
す
る
。

【
施
行
日
】
令
和
７
年
４
月
１
日

３
　
廃
止
す
る
条
例

　
・ 
　
い
わ
き
市
父
子
、
母
子
等

奨
学
資
金
支
給
条
例

　
・ 

　
い
わ
き
市
父
子
、
母
子
福

祉
手
当
支
給
条
例

　
・ 

　
い
わ
き
市
父
子
、
母
子
家

庭
等
入
学
児
童
祝
金
条
例

【
施
行
日
】
令
和
８
年
４
月
１
日

◆
い
わ
き
市
医
学
生
応
援
修
学
資

金
貸
与
条
例
の
制
定

　
大
学
の
医
学
を
履
修
す
る
課
程

に
在
学
す
る
者
で
あ
っ
て
、
将
来

市
内
の
病
院
に
医
師
と
し
て
勤
務

し
よ
う
と
す
る
も
の
に
対
し
、
修

学
に
必
要
な
資
金
を
貸
与
す
る
こ

と
に
よ
り
、
本
市
の
医
師
の
確
保

を
図
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

【
主
な
制
定
内
容
】

１
　
修
学
資
金
の
貸
与
契
約

　 

　
大
学
の
医
学
を
履
修
す
る
課

程
に
在
学
す
る
者
で
あ
っ
て
、

将
来
市
内
の
病
院
に
医
師
と
し

て
勤
務
し
よ
う
と
す
る
も
の
の

申
請
に
よ
り
、
修
学
資
金
を
貸

与
す
る
旨
の
契
約
を
結
ぶ
こ
と

が
で
き
る
。

２
　
修
学
資
金
の
額

　 

　
修
学
資
金
の
額
は
、
月
額
23

万
５
０
０
０
円
と
す
る
。

３
　
返
還
債
務
の
当
然
免
除

　 

　
市
内
の
病
院
の
医
師
と
し
て

通
算
し
て
在
職
し
た
期
間
が
、

修
学
資
金
の
貸
与
を
受
け
た
期

間
に
達
し
た
と
き
等
は
、
修
学

資
金
の
返
還
を
免
除
す
る
。

４
　
返
還

令和７年度いわき市一般会計当初予算案令和７年度いわき市一般会計当初予算案 など など
7676 議案 等 を  議案 等 を 可決・同意・採択可決・同意・採択

　
令
和
７
年
２
月
定
例
会
は
、
２
月
20
日
か
ら
３
月
14
日
ま
で
の
23
日
間
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
会
議
初
日
に
、
市
長
か
ら
、
条
例
の
制
定
案
３
件
、
廃
止
案
１
件
、
改
正
案
19
件
、
補
正
予
算

案
12
件
及
び
当
初
予
算
案
21
件
な
ど
、
計
64
件
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
主
な
提
出
議
案
等
の
説
明
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
本
会
議
最
終
日
に
は
、
市
長
か
ら
、
人
事
案
１
件
及
び
諮
問
５
件
が
追
加

提
出
さ
れ
た
ほ
か
、
議
員
か
ら
、
議
会
案
１
件
及
び
意
見
書
案
４
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
今
期
定
例
会
に
は
、
市
民
か
ら
請
願
１
件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
議
案
等
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
同
意
、

請
願
に
つ
い
て
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
の
概
要

人
事
案
に
同
意

○
田
人
財
産
区
管
理
委
員

　
　
緑

み
ど
り

　
川か

わ

　
英ひ

で

　
泰や

す

　
氏
・

○
人
権
擁
護
委
員

　
　
金か

ね

　
田た

　
康や

す

　
裕ひ

ろ

　
氏
・

　
　
反そ

り

　
町ま

ち

　
真ま

ゆ

み

由
美
　
氏
・

　
　
鈴す

ず

　
木き

　
栄え

い

　
子こ

　
氏
・

　
　
佐さ

　
竹た

け

　
浩ひ

ろ

　
久ひ

さ

　
氏
・

　
　
平ひ

ら

　
山や

ま

　
明あ

き

　
子こ

　
氏
・

令和７年２月定例会定
例
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の
概
要
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令和７年度　当初予算の概要＜＜＜主な事業は次ページ

１ 予算規模

２ 一般会計の主な内訳

❶　一般会計　1,508億3,788万3千円  （対前年度 ： ＋62億260万1千円、 ＋4.3%）

◆�制度改正により支給対象年齢が引上げとなったことに伴う児童手当の増や、 公定価格の改定に
伴う保育所等の運営費に対する給付費の増のほか人事委員会勧告に基づく給与改定に伴う人件
費の増
◆�いわき駅並木通り地区市街地再開発事業の整備終了や、 国補正予算に伴う事業の前倒し等に
伴う事業費の減

❷　特別会計　1,080億6,792万6千円  （対前年度 ： ＋53億939万 9千円、 ＋5.2%）

会　　計　　名 予　　算　　額 対　前　年　度 主　な　増　減　理　由

介護保険
特別会計

333億�9,744万�9千円
＋8億�4,785万円

＋2.6％
居宅介護サービス給付費の増等に伴う
保険給付費の増

土地区画整理事業
特別会計

20億�1,904万円
＋2億�1,988万�1千円

＋12.2％
湯本駅周辺土地区画整理事業の本格
化に伴う増

競輪事業
特別会計

378億�8,714万�4千円
＋38億�2,260万�2千円

＋11.2%
ミッドナイト競輪開催日数の増

主
な
会
計

❸　企業会計　　　674億7,628万4千円（ 対前年度 ： ＋9億8,710万1千円、 ＋1.5%）

会　　計　　名 予　　算　　額 対　前　年　度 主　な　増　減　理　由

水 道 事 業 会 計 173億�9,619万円
△15億�614万�3千円

△8.0％
老朽管更新事業を前倒したことによる減

病 院 事 業 会 計 321億�3,029万�4千円
＋33億�6,213万�6千円

＋11.7％
病院内のネットワーク機器更新に伴う増

下水道事業会計 169億�3,248万�3千円
△8億�6,233万�8千円

△4.8%
東部浄化センターの廃止（R5年）に伴う
管理費用の減

主
な
会
計

２ 経済対策関連予算　17億2,182万7千円（ 対前年度 ： 皆増）

①　定額減税不足額給付　　　　　　　　�１事業 ・�9億3,764万6千円
②　物価高騰対策等　�　　　　　　　　　　13事業 ・�7億8,418万1千円

合 計　3,263億8,209万3千円（対前年度 ： ＋124億9,910万1千円、 ＋4.0%）

１ 骨太の方針関連予算　202億9,658万7千円（対前年度 ： ＋5億907万6千円、 ＋2.6%）

１　人づくり投資予算2025　　　97事業 ・ 22億6,682万2千円
２　新たなステージに向けた５つの重点パッケージ
　①　医療 ・救急強化パッケージ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12事業 ・ 15億　　 420万7千円
　②　若者 ・女性等への雇用 ・産業強化パッケージ　　　39事業 ・ 10億8,689万2千円
　③　防災 ・自治体強化パッケージ　　　　　　　　　　　　　　　　　23事業 ・ 14億4,408万7千円
　④　教育 ・子育て充実パッケージ　　　　　　　　　　　　　　　　　47事業 ・ 34億6,829万8千円
　⑤　まちの魅力創出パッケージ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 42事業 ・ 11億　　 710万7千円

特

　
　徴
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費の増
◆�いわき駅並木通り地区市街地再開発事業の整備終了や、 国補正予算に伴う事業の前倒し等に
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土地区画整理事業
特別会計

20億�1,904万円
＋2億�1,988万�1千円
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＋38億�2,260万�2千円
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１ 医療・救急強化パッケージ

２ 若者・女性等への雇用・産業強化パッケージ

３ 防災・自治体強化パッケージ

４ 教育・子育て充実パッケージ

５ まちの魅力創出パッケージ

令和７年度　当初予算  （新たなステージに向けた５つの重点パッケージの主な新規事業）

15億 420万 7千円

10億 8,689万 2千円

14億 4,408万 7千円

34億 6,829万 8千円

11億 710万 7千円

◆ 各事業の詳細は、市公式ホームページ上で確認してください。 令和 7年度　予算

新  救急患者受入強化支援事業 6,967万 2千円

救急患者を受け入れる病院の
運営体制強化を支援
　市内の救急告示病院の救急患者受入体制
を強化し、救急医療体制の確立を図る
☞  市内４つの救急告示病院に、運営体制強

化の経費の一部を補助

新  国連と連携したグローバル人材育成事業 1,317万 2千円
地域リーダー育成 ～全国に先駆けた国際都市を目指す～

新  学校給食費中学生無償化事業 4億 2,154万 5千円

中学校給食費の完全無償化
　市立小・中学校に在籍する児童・生徒のうち、学校
外活動を含めた子どもの学習等に係る負担が比較
的大きい中学生の学校給食費を全額公費負担
上記のほか  ◆第３子以降に係る小学校給食費の公費負担分：7,263万 8千円
                 ◆食材料費の高騰にかかる公費負担分：2億 8,582万 4千円

新  観光力強化３Cプロジェクト ～Trip to Iwaki～　 ２億 4,038万 1千円

新  AI水位予測システム事業 4,822万 6千円

～AIによる水位予測で安心を、逃げ遅れゼロの街へ～
◆  河川洪水に係る情報の迅速な収集・分析による的確かつ迅速な避難指示発令

支援を目的として、河川水位AI予測システム等を構築
◆  県内の防災情報を発信している「福島県防災ポータル」と「市雨量情報システ

ム」を連携して雨量情報の閲覧を可能にする

R４に比べて
３分43秒短縮 ≪病院収容所要時間≫

いわき市
51分 38秒
（R６）

45分 36秒
（R５）

全国平均

受入体制を強化
病院収容所要時間
短縮を目指す

本協定を
締結
R6.12.２

国連の人材育成機関の拠点
CIFALジャパン国際研修センター
を東日本国際大学と連携して開設

01 02 03
国連基準の質の高い教育プロ
グラムを構築し市内で展開
地域で活躍するリーダー人
材・グローバルな人材を育成

◆

◆

国内初

＋
第３子以降
に係る学校
給食費を全
額公費負担

令和６年度
令和７年４月から

給食費が無償に
中学校

◆ふくしまDC（デスティネーションキャンペーン）と連携したイベントの開催
　 ～特別演出！！　新緑のアミダナイト～　
◆NCR（ナショナルサイクルルート）指定に向けたサイクルツーリズムの推進
　 ～勿来をスタート地点に「いわき七浜海道」走行イベントを開催～
◆いわきFC と連携した本市の魅力発信
　 ～宿泊割引プラン造成、いわきＦＣ戦観光PRブース出展～

【929 万１千円】

【２億 2,508 万７千円】

【600 万３千円】
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◆ 令和７年度いわき市一般会計予算

　電気自動車の普及に向けた市の戦略は。

　令和６年度から、民間企業と連携して、公共
施設にＥＶ充電設備の設置を進めており、今後
も計画的な普及拡大に努めます。

◆ 指定管理者の指定
　いわき震災伝承みらい館の管理について、指定
管理者制度を導入する理由は。

　資料の収集や整理等
の専門性の高い業務に
ついて、民間事業者の
ノウハウを生かすこと
で、サービス水準の向
上を図ることができる
ものと判断したためで
す。

市 民 
生 活

常 任 委 員 会

Q

Q

◆  いわき市消防団員の任免、服務及び
給与に関する条例及びいわき市消防
団の設置等に関する条例の改正

　機能別団員の定員を100人とした根拠は。
　機能別団員の定員については、市内の大学等、
５校において、それぞれ20名程度の加入が見込
まれることや、他自治体における活動状況を参
考に100人としたところです。

◆ 令和７年度いわき市一般会計予算
　ＣＩＦＡＬジャパン国際研修センターへの負担
金の内訳は。
　国連ユニタールからサポートを受けるための
拠出金のほか、評議会運営やセンターの運営に
係る事務費等を積算した結果、年間2,560万円程
度となり、市と、共同事務局である東日本国際
大学が折半することとし、令和７年度は1,280万
円を計上したところです。

政 策
総 務

常 任 委 員 会

Q

Q

A

A

A

A

◆ 令和７年度いわき市一般会計予算

　福大食農学類とともに歩むプロジェクト事業費
に関わって今年度までの研究成果に対する評価は。

　調査研究事業である本事業を通じ、営農者が

いわきの農業について考える良い契機であった

と考えます。今後は、実践に展開できるよう努

めていきます。

　市街地再生整備推進事業費のうち、いわき湯本
温泉景観形成支援業務の具体的な手法は。

　広報紙で情報発信することにより、地域住民

の景観に関する意識の醸成を図るほか、各地区

ごとにヒアリングを実施します。また、地区の

持つ特性を探りながら、景観形成の指標となる

計画の策定につなげていきたいと考えています。

産 業 
建 設

常 任 委 員 会

Q

Q

A

A

◆ 令和７年度いわき市一般会計予算

　未来につなぐ人財応援奨学金返還支援事業に関
わって、奨学金返還に係る補助金の交付対象者を
決定する際の審査方法は。

　応募者から提出された応募理由書や政策提案
書を、認定委員が、５段階の評価基準で採点し、
それを平均点数で順位づけした上で認定してい
ます。

　重層的支援体制整備事業に関わって、地区保健
福祉センター職員によるアウトリーチ機能の強化
に向けた仕組みづくりは。

　今年度、各地区保健福祉センターにおけるケ
ースワーカーの業務量調査を実施しました。今
後、その中で、業務量の削減やデジタル化により、
各ケースワーカーの負担を軽減し、アウトリー
チの時間を確保していきたいと考えています。

教 育
福 祉

常 任 委 員 会

A

A

Q

Q

　本会議７日目の３月４日に、計64議案及び請願１件の付託を受けた４常任委員会は、３月５

日から３月７日及び３月10日に委員会を開催し、議案及び請願の審査を行いました。

　その結果、議案はいずれも原案のとおり可決、請願については採択すべきものとの結論に達

しました。

　審査の過程では、様々な質疑応答等がありましたので、その一部を掲載します。 Check!

委 員 会
審 査

▲いわき震災伝承みらい館
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討論とは？
表決に先立ち行う、
議案等に対する賛成
か反対かの自己の
意見の表明

　本会議最終日の３月14日には、市長から提出された議案に対し、反
対及び賛成の立場から討論を行いましたので、その主なものを掲載
します。
　本議案は、賛成多数により可決しました。

いわき市ひとり親家庭等応援金支給条例 の 制定 について

　独り親家庭等で児童を監護している者に対し、中学校を卒業する際に、児童１人につき10万円を支給する条例の
制定であるが、一方で、「父子、母子等奨学資金」「父子、母子福祉手当」「父子、母子家庭等入学児童祝金」の３つの条
例を廃止することとなっており、合計すると７万６千円の減額となるため、国の児童手当の拡充策が生きるよう、廃止
を提案している３つの条例を存続させ、独り親世帯への支援強化策とすべきと考えるため、反対である。

反対反対

　応援金の趣旨には賛同するが、子育て支援を厚くするためにも３条例を廃止・統合して応援金を創設するので
はなく、児童手当をはじめ、国の施策をよりよく生かすために、必要に応じた改善を図ることを前提に、本市の独
自施策を生かしていくことが求められていると考える。国の施策に上乗せしながら、今回の応援金のように必要
な時に必要な支援をさらに上乗せしていくことが必要と考えるため、反対である。

反対反対

　「父子、母子等奨学資金」「父子、母子福祉手当」「父子、母子家庭等入学児童祝金」の３手当は、事業開始から約
半世紀が経過しているが、支給対象者や支給時期も手当毎に異なっており、市民生活の実態に見合わなくなって
いる。このため、制度全般の見直しを行い、申請不要のプッシュ型の応援金を創設することで、保護者の負担軽減
につながり、３月に支給されることで、高校入学等の準備の費用に充てることが可能となるため、賛成である。

賛成賛成

討 論

請　願

　今期定例会では、市民から次の請願が提出され、採択となりました。

【請願事項】
　耳が聞こえづらいために社会的に孤立し、認知症になる危険性を防ぐために、高齢難聴者へ
の補助機器（補聴器等）は有効な一つの手段であると言われています。問題は、高額なために
なかなか買えないという実態があります。高齢者は、社会のために様々な貢献を行ってきまし
た。高齢者に少しでも実りある生活を送ってもらうために、いわき市が手を差し伸べる必要が
あると考えます。そのため、公的負担制度をいわき市でも実現していただきたく、請願します。

○　高齢者の聴覚補助機器(補聴器)購入時の公的助成を求めることに関する請願書

意見書

　市議会では、市だけでは対応することが困難な問題の解決を求めるため、国会または関係行
政庁に対し、意見書を提出しています。今期定例会では、次の４件を可決しました。
○　下水道などのインフラ設備への国の公的支援を求める意見書
○　学校における教職員の欠員解消を求める意見書
○　人口減少の克服と地方創生の推進を求める意見書
○　自動運転移動サービス等の社会実装に向けた環境整備を求める意見書 詳細はこちらから ➡

　本会議最終日の３月14日には、今期定例会に提案された議案等に対する採決を行いました。
採決にあたり、賛否の分かれた５議案について、会派ごとの賛否の状況を掲載します。
　※　下表中の（ ）は、会派の所属議員数です（議長は採決に加わりません）。

議案に対する

賛否の状況

議　　案　　名 議決
結果

政風会 創世会 真政会 公明党 共産党 
市議団 正論 市民の会 誠心誠意

の会 拓く会 日本維新
の会

（13人） （６人） （６人） （４人） （３人） （１人） （１人） （１人） （１人） （１人）
賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対 賛成 反対

いわき市ひとり親家庭等応援金支給条
例の制定について 原案可決 12 6 6 4 3 1 1 1 1 1

いわき市出産支援金支給条例の廃止に
ついて 原案可決 12 6 6 4 3 1 1 1 1 1

いわき市個人番号の利用及び特定個人情
報の提供に関する条例の改正について 原案可決 12 6 6 4 3 1 1 1 1 1

令和７年度いわき市一般会計予算 原案可決 12 6 6 4 3 1 1 1 1 1
令和７年度いわき市国民健康保険事業
特別会計予算 原案可決 12 6 6 4 3 1 1 1 1 1
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各
会
派
の
代
表
者
5
名
が

　
　
　
　
　
新
年
度
の
施
政
方
針
等
に
つ
い
て
質
問
！

代
表
質
問

ズバリ
聞きたい

　
２
月
25
日
及
び
26
日
に
は
、

代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
代

表
質
問
は
、
所
属
議
員
３
人
以

上
の
会
派
が
、
当
初
予
算
を
審

議
す
る
議
会
に
限
り
、
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
各
会
派
を
代
表
し

て
５
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
主
な
も
の
を
掲
載

し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
文
章
は
、
質
問

議
員
自
ら
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

■
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
質
問

議
員
の
録
画
映
像
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。

政
風
会

西
山
　
一
美

市
政
運
営
の
方
針
は

問 

令
和
７
年
度
の
方
針
は
。

答 

本
年
は
、
市
制
施
行
60
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
前
年
に
あ
た
り

ま
す
。
80
年
目
、
１
０
０
年
目
の

本
市
の
将
来
を
見
据
え
、
こ
れ
ま

で
の
常
識
や
経
験
の
延
長
上
に
本

市
の
未
来
の
展
望
を
描
く
の
で
は

な
く
、
想
像
力
と
構
想
力
を
も
っ

て
、
明
る
い
未
来
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
の
強
い
想
い
を
抱
い
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
予
測
困
難

な
未
来
を
生
き
抜
く
若
者
た
ち

と
、 

こ
れ
ま
で
以
上
に
対
話
を
重

ね
、
い
わ
き
ら
し
い
、
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
様
々
な
分
野
の
第
一
人
者
を

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
若
者
た

ち
が
輝
く
未
来
へ
戦
略
的
に
投
資

し
て
い
き
ま
す
。

　
医
療
、
産
業
、
防
災
、
教
育
、

子
育
て
、
公
共
交
通
な
ど
、
多
岐

に
渡
る
分
野
で
待
っ
た
な
し
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
政
策

の
柱
に
、次
世
代
を
育
て
る
、命
・

暮
ら
し
を
守
る
、
ま
ち
の
魅
力
を

高
め
る
、
豊
か
さ
を
創
る
の
４
つ

を
掲
げ
、
各
分
野
に
お
け
る
様
々

な
取
組
に
挑
戦
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
政
策
を
支
え
る
構
造
改

革
に
併
せ
て
取
り
組
み
、
改
革
の

動
き
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
今
後
も
、
現
場
主
義
に
徹

し
な
が
ら
、
各
分
野
で
挑
戦
す
る

皆
様
の
生
の
声
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
市
民
目
線
を
大
切
に
し
、

市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
み
続
け
た

い
と
実
感
で
き
る
、
幸
福
感
の
高

い
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
手
を
挙
げ
て
誘
致

活
動
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
以
降
、
度
重
な
る
災
害
で
全
国

か
ら
受
け
た
御
支
援
を
、
い
わ
き

市
と
い
う
一
地
方
都
市
か
ら
全
国

に
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
２
期
目

に
向
け
て
は
、
防
災
庁
の
本
市
へ

の
誘
致
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

今
議
会
に
中
学
生
の
給
食
費
無
償

化
の
予
算
案
を
出
し
て
い
ま
す
が
、

次
の
段
階
と
し
て
、
小
学
校
も
含

め
た
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
今
後
10
年
間
で
医
師

１
０
０
人
を
確
保
す
る
計
画
な
ど

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。創

世
会

福
嶋
あ
ず
さ

令
和
７
年
度
の

当
初
予
算
の
特
色
は

問 

市
長
が
特
に
留
意
し
た
点
は
。

答 

当
初
予
算
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
べ

く
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た

予
算
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。
医

療
、
産
業
、
防
災
、
教
育
、
子
育

て
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
分
野
で
活

躍
す
る
人
財
を
育
成
し
、
人
づ
く

り
日
本
一
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

創
世
会
の
予
算
要
望
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
当
初
予
算
へ
の
反
映
を

問 

ど
の
よ
う
に
反
映
し
た
の
か
。

答 

物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
は
、
燃
料
費
等
の
高
騰
分

へ
の
支
援
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
河
川

改
良
や
堆
積
土
砂
撤
去
な
ど
の
流

域
治
水
対
策
の
推
進
な
ど
、
地
域

課
題
の
解
決
や
各
種
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
の
予
算
を
編
成
で
き

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に

問 

特
別
支
援
学
校
の
通
学
の
現

状
は
。

答 

市
内
全
域
か
ら
北
部
地
区
の

学
校
ま
で
、
通
学
バ
ス
の
利
用
や

保
護
者
の
送
迎
に
よ
り
、
長
時
間

の
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

児
童
生
徒
が
い
る
こ
と
を
承
知
し

て
い
ま
す
。

問 

特
別
支
援
学
校
を
南
部
地
区

に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県

と
連
携
し
て
進
め
る
べ
き
で
は
。

答 

設
置
は
、
県
の
所
管
で
す
が
、

特
別
支
援
学
校
の
増
設
に
よ
り
、

市
長
就
任
か
ら

こ
れ
ま
で
の
市
政
の
総
括
を

問 

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
市

長
の
決
意
は
。

答 

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
個
々

の
政
策
は
、
前
進
や
改
革
は
一
定

程
度
進
化
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
途
上
で
す
。
さ
ら
な
る
市
政

発
展
の
た
め
に
、
引
き
続
き
、
２

期
目
に
向
け
、
９
月
の
い
わ
き
市

長
選
挙
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
庁
の
地
方

へ
の
移
転
に
関
し
て
は
、
い
わ
き ▲「いわき版骨太の方針」の４つの政策の柱



定
例
会
の
概
要

予
算
概
要･

主
な
事
業

委
員
会
審
査

討
論・賛
否
の
状
況・意
見
書･

請
願

代
表
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ

7 6

各
会
派
の
代
表
者
5
名
が

　
　
　
　
　
新
年
度
の
施
政
方
針
等
に
つ
い
て
質
問
！

代
表
質
問

ズバリ
聞きたい

　
２
月
25
日
及
び
26
日
に
は
、

代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
代

表
質
問
は
、
所
属
議
員
３
人
以

上
の
会
派
が
、
当
初
予
算
を
審

議
す
る
議
会
に
限
り
、
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
今
回
は
、
各
会
派
を
代
表
し

て
５
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た

の
で
、
そ
の
主
な
も
の
を
掲
載

し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
文
章
は
、
質
問

議
員
自
ら
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

■
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
質
問

議
員
の
録
画
映
像
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。

政
風
会

西
山
　
一
美

市
政
運
営
の
方
針
は

問 

令
和
７
年
度
の
方
針
は
。

答 

本
年
は
、
市
制
施
行
60
周
年

の
節
目
を
迎
え
る
前
年
に
あ
た
り

ま
す
。
80
年
目
、
１
０
０
年
目
の

本
市
の
将
来
を
見
据
え
、
こ
れ
ま

で
の
常
識
や
経
験
の
延
長
上
に
本

市
の
未
来
の
展
望
を
描
く
の
で
は

な
く
、
想
像
力
と
構
想
力
を
も
っ

て
、
明
る
い
未
来
を
つ
く
っ
て
い

き
た
い
と
の
強
い
想
い
を
抱
い
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
予
測
困
難

な
未
来
を
生
き
抜
く
若
者
た
ち

と
、 

こ
れ
ま
で
以
上
に
対
話
を
重

ね
、
い
わ
き
ら
し
い
、
ウ
ェ
ル
ビ

ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、
様
々
な
分
野
の
第
一
人
者
を

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎
え
、
若
者
た

ち
が
輝
く
未
来
へ
戦
略
的
に
投
資

し
て
い
き
ま
す
。

　
医
療
、
産
業
、
防
災
、
教
育
、

子
育
て
、
公
共
交
通
な
ど
、
多
岐

に
渡
る
分
野
で
待
っ
た
な
し
の
対

応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
政
策

の
柱
に
、次
世
代
を
育
て
る
、命
・

暮
ら
し
を
守
る
、
ま
ち
の
魅
力
を

高
め
る
、
豊
か
さ
を
創
る
の
４
つ

を
掲
げ
、
各
分
野
に
お
け
る
様
々

な
取
組
に
挑
戦
し
ま
す
。
ま
た
、

こ
れ
ら
の
政
策
を
支
え
る
構
造
改

革
に
併
せ
て
取
り
組
み
、
改
革
の

動
き
を
さ
ら
に
前
進
さ
せ
て
い
き

ま
す
。
今
後
も
、
現
場
主
義
に
徹

し
な
が
ら
、
各
分
野
で
挑
戦
す
る

皆
様
の
生
の
声
を
し
っ
か
り
と
受

け
止
め
、
市
民
目
線
を
大
切
に
し
、

市
民
の
皆
様
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

住
ん
で
良
か
っ
た
、
住
み
続
け
た

い
と
実
感
で
き
る
、
幸
福
感
の
高

い
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
な
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
手
を
挙
げ
て
誘
致

活
動
に
向
け
て
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震

災
以
降
、
度
重
な
る
災
害
で
全
国

か
ら
受
け
た
御
支
援
を
、
い
わ
き

市
と
い
う
一
地
方
都
市
か
ら
全
国

に
恩
返
し
を
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
２
期
目

に
向
け
て
は
、
防
災
庁
の
本
市
へ

の
誘
致
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、

今
議
会
に
中
学
生
の
給
食
費
無
償

化
の
予
算
案
を
出
し
て
い
ま
す
が
、

次
の
段
階
と
し
て
、
小
学
校
も
含

め
た
給
食
費
の
完
全
無
償
化
を
進

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
は
、
今
後
10
年
間
で
医
師

１
０
０
人
を
確
保
す
る
計
画
な
ど

を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。創

世
会

福
嶋
あ
ず
さ

令
和
７
年
度
の

当
初
予
算
の
特
色
は

問 

市
長
が
特
に
留
意
し
た
点
は
。

答 

当
初
予
算
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
べ

く
、
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に
向
け
た

予
算
と
し
て
編
成
し
ま
し
た
。
医

療
、
産
業
、
防
災
、
教
育
、
子
育

て
な
ど
、
多
岐
に
渡
る
分
野
で
活

躍
す
る
人
財
を
育
成
し
、
人
づ
く

り
日
本
一
を
実
現
し
て
い
き
ま
す
。

創
世
会
の
予
算
要
望
に
つ
い
て

令
和
７
年
度
当
初
予
算
へ
の
反
映
を

問 

ど
の
よ
う
に
反
映
し
た
の
か
。

答 

物
価
高
騰
に
対
す
る
支
援
に

つ
い
て
は
、
燃
料
費
等
の
高
騰
分

へ
の
支
援
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
の
構
築
に
つ
い
て
は
、
河
川

改
良
や
堆
積
土
砂
撤
去
な
ど
の
流

域
治
水
対
策
の
推
進
な
ど
、
地
域

課
題
の
解
決
や
各
種
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
の
予
算
を
編
成
で
き

た
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
ど
も
た
ち
の
た
め
に

問 

特
別
支
援
学
校
の
通
学
の
現

状
は
。

答 

市
内
全
域
か
ら
北
部
地
区
の

学
校
ま
で
、
通
学
バ
ス
の
利
用
や

保
護
者
の
送
迎
に
よ
り
、
長
時
間

の
通
学
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る

児
童
生
徒
が
い
る
こ
と
を
承
知
し

て
い
ま
す
。

問 

特
別
支
援
学
校
を
南
部
地
区

に
設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
県

と
連
携
し
て
進
め
る
べ
き
で
は
。

答 

設
置
は
、
県
の
所
管
で
す
が
、

特
別
支
援
学
校
の
増
設
に
よ
り
、

市
長
就
任
か
ら

こ
れ
ま
で
の
市
政
の
総
括
を

問 
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
、
市

長
の
決
意
は
。

答 

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
個
々

の
政
策
は
、
前
進
や
改
革
は
一
定

程
度
進
化
し
て
い
ま
す
が
、
ま
だ

ま
だ
途
上
で
す
。
さ
ら
な
る
市
政

発
展
の
た
め
に
、
引
き
続
き
、
２

期
目
に
向
け
、
９
月
の
い
わ
き
市

長
選
挙
に
挑
戦
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
防
災
庁
の
地
方

へ
の
移
転
に
関
し
て
は
、
い
わ
き ▲「いわき版骨太の方針」の４つの政策の柱



定
例
会
の
概
要

予
算
概
要･

主
な
事
業

委
員
会
審
査

討
論・賛
否
の
状
況・意
見
書･

請
願

代
表
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ

9 8

少
し
で
も
児
童
生
徒
や
保
護
者
の

負
担
が
軽
減
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
県
と

連
携
を
密
に
し
て
い
き
ま
す
。

問 

主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学

び
の
推
進
は
。

答 

従
来
の
知
識
伝
達
型
の
授
業

か
ら
の
脱
却
が
重
要
で
あ
り
、
教

員
研
修
の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。

加
え
て
、
児
童
生
徒
に
も
、
主
体

的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
を
意
識

づ
け
る
た
め
、
分
か
り
や
す
く
学

習
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
た
ポ
ス
タ

ー
を
教
室
に
掲
示
し
て
い
ま
す
。

問 

第
三
次
こ
ど
も
み
ら
い
プ
ラ

ン
に
お
い
て
、
こ
ど
も
の
権
利
へ

の
理
解
促
進
を
ど
の
よ
う
に
取
り

組
む
の
か
。

答 

令
和
７
年
度
は
、
ク
イ
ズ
形

式
の
「
こ
ど
も
の
権
利
ド
リ
ル
」

を
作
成
し
、
市
内
全
小
学
生
に
配

布
し
、
認
知
度
を
高
め
る
と
と
も

に
、
学
ぶ
機
会
を
創
出
す
る
出
前

講
座
を
開
講
し
、
大
人
も
含
め
、

こ
ど
も
の
権
利
の
重
要
性
を
地
域

社
会
全
体
で
共
有
で
き
る
よ
う
理

解
促
進
を
進
め
ま
す
。

困
難
な
問
題
を
抱
え
る

女
性
へ
の
支
援
は

問 

Ｄ
Ｖ
被
害
者
支
援
を
含
め
た

今
後
の
支
援
の
充
実
は
。

答 

令
和
７
年
度
か
ら
、
こ
ど
も

家
庭
課
内
に
配
偶
者
暴
力
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

真
政
会

鈴
木
　
　
演

令
和
７
年
度
当
初
予
算
案
の

編
成
に
向
け
て

問 

稼
ぐ
自
治
体
を
目
指
す
た
め

の
具
体
的
な
取
組
は
。

答 

未
利
用
財
産
の
処
分
や
集
客

力
の
高
い
公
共
施
設
等
を
対
象
と

し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
導
入

し
、
ふ
る
さ
と
納
税
等
に
も
力
を

入
れ
る
と
と
も
に
、
各
種
基
金
も

積
極
的
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
の市政

運
営
は

問 

や
り
が
い
の
あ
る
職
場
づ
く

り
に
向
け
た
取
組
は
。

答 

頑
張
っ
た
職
員
が
適
切
に
評

価
さ
れ
報
わ
れ
る
職
場
の
実
現
に

向
け
、
人
事
評
価
制
度
の
活
用
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
職
務
や
業
績

に
応
じ
た
報
酬
設
定
等
の
給
与
制

度
の
見
直
し
を
進
め
ま
す
。
さ
ら

に
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
等
の
実
現
に
取
り
組
み
ま
す
。

持
続
可
能
なまち

づ
く
り
を

問 

中
山
間
地
域
振
興
政
策
の
新

年
度
の
取
組
は
。

答 

常
勤
の
集
落
支
援
員
を
配
置

し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
等
と
の

連
携
を
強
化
す
る
こ
と
等
に
よ
り
、

集
落
の
多
様
な
課
題
へ
の
対
応
や
、

き
め
細
や
か
な
暮
ら
し
の
支
援
を

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
移
住
・
定
住

人
口
の
促
進
に
向
け
、
子
育
て
・

若
者
世
帯
の
相
談
体
制
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

魅
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
を

問 
市
と
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
と
の
関
係

を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答 

市
と
し
て
は
、
い
わ
き
Ｆ
Ｃ

を
地
域
に
新
た
な
価
値
を
も
た
ら

す
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
で
あ
る

と
捉
え
、
地
域
創
生
に
関
す
る
協

定
に
基
づ
き
、
連
携
・
協
力
し
な

が
ら
、
様
々
な
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
信
頼
関
係
を
一
層

強
固
な
も
の
と
し
、
ま
ち
の
魅
力

向
上
と
ブ
ラ
ン
ド
力
の
強
化
に
つ

な
げ
る
よ
う
、
本
市
の
未
来
を
創

る
ま
ち
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
共
に
歩
ん
で
い
く
考
え
で
す
。

問 

観
光
交
流
人
口
拡
大
へ
向
け

た
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
と
の
関
わ
り
は
。

答 

ホ
ー
ム
戦
は
、
観
光
入
込
客

数
や
消
費
額
増
加
の
好
機
で
あ
る

た
め
、
観
光
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
の
設
置
、

宿
泊
割
引
プ
ラ
ン
の
造
成
、
観
光

情
報
等
の
発
信
に
よ
る
周
遊
の
促

進
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

い
わ
き
Ｆ
Ｃ
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
も

連
携
し
、
当
該
宿
泊
プ
ラ
ン
等
の

情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。

ア
ム
整
備
計
画
へ
の
支
援
は
。

答 

い
わ
き
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
は
、

民
設
民
営
を
前
提
に
、
今
年
６
月

末
ま
で
の
Ｊ
リ
ー
グ
へ
の
提
出
に

向
け
、
整
備
計
画
の
策
定
を
進
め

て
い
ま
す
。
市
は
、
検
討
の
進
捗

状
況
を
、
随
時
、
ク
ラ
ブ
か
ら
報

告
を
受
け
な
が
ら
、
必
要
な
協

議
・
調
整
を
進
め
て
い
ま
す
。

公
明
党

塩
田
美
枝
子

物
価
高
騰
経
済
対
策
と
公
明
党
の

令
和
７
年
度
予
算
要
望
へ
の
対
応
は

問 

公
明
党
の
緊
急
要
望
を
本
市

は
ど
の
よ
う
に
反
映
し
た
の
か
。

答 

低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
と
し

て
、
国
の
給
付
金
に
６
０
０
０
円

を
上
乗
せ
し
ま
す
。
ま
た
、
中
小

企
業
や
公
共
交
通
事
業
者
に
対
す

る
支
援
、
保
育
所
・
幼
稚
園
に
対

し
副
食
材
料
費
の
高
騰
分
を
支
援
、

農
林
業
等
の
事
業
者
に
対
し
燃
料

費
等
の
高
騰
分
を
支
援
し
ま
す
。

問 

公
明
党
の
令
和
７
年
度
予
算

要
望
の
反
映
は
。

答 

４
つ
の
政
策
の
柱
と
し
て
、

「
復
興
第
二
期
創
造
的
な
発
展
へ
」

に
つ
い
て
は
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
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に
向
け
、
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
等
の
支
援
を
行

い
ま
す
。「
人
の
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
構
築
」
に
つ
い
て
は
、

郵
送
Ｄ
Ｘ
や
自
治
会
Ｄ
Ｘ
等
に
取

り
組
み
ま
す
。「
人
が
輝
き
地
域

を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
は
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒

の
新
生
活
を
支
援
す
る
、
本
市
独

自
の
新
た
な
応
援
金
を
創
設
し
ま

す
。「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
防
災

減
災
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

は
、
大
学
生
等
の
力
を
活
用
し
た

消
防
団
員
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
所
の

環
境
改
善
を

問 

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
整
備

は
。答 

エ
ア
コ
ン
設
置
に
は
、
設
置

や
維
持
管
理
に
多
額
の
費
用
が
か

か
り
、
工
期
が
長
期
休
業
中
に
限

ら
れ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
避
難
者
の
安
全
確
保
を
図

る
観
点
か
ら
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
て
い
る
特
別
教
室
の
一
時
的
な

活
用
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

国
連
ユ
ニ
タ
ー
ル
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン

国
際
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
本
市
の
取
組
は

問 

Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
と
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
は
。

答 

研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
初
、

世
界
で
35
番
目
の
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
と

し
て
本
市
に
開
設
さ
れ
、
世
界
各

国
の
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
と
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
基
本
的
な
方
向
性
は
、

関
係
者
と
協
議
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
日
本
の
先
進
課
題
で
あ
る

高
齢
社
会
や
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
や
防
災
等
を
テ
ー
マ
と
し

た
研
修
、
子
供
や
若
者
を
対
象
と

し
た
研
修
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答 

本
年
度
制
作
を
進
め
て
い
る

市
内
企
業
の
保
有
技
術
等
を
紹
介

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
も
活
用
し
、

Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
と
市
内
企
業
と
の
さ

ら
な
る
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

共
産
党
市
議
団

菅
野
　
宗
長

学
校
給
食
費
無
償
化
な
ど
の

教
育
の
問
題
は

問 

中
学
生
の
給
食
費
無
償
化
で
、

ど
ん
な
成
果
が
期
待
さ
れ
る
か
。

答 

生
徒
１
人
当
た
り
年
額
５
万

７
１
２
０
円
が
無
償
と
な
り
、
中

学
生
を
持
つ
家
庭
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。

問 

通
常
授
業
で
使
う
特
別
教
室

の
中
で
、
エ
ア
コ
ン
の
無
い
教
室

は
い
く
つ
あ
る
か
。

答 

令
和
６
年
度
末
時
点
で
３
４

５
教
室
と
な
る
見
込
み
で
、
令
和

７
年
度
末
で
は
２
１
６
教
室
と
な

る
見
込
み
で
す
。

問 

猛
暑
の
中
で
エ
ア
コ
ン
の
無

い
教
室
で
の
授
業
は
、
健
康
へ
の

危
険
を
伴
う
と
と
も
に
、
人
権
問

題
に
も
成
り
か
ね
な
い
問
題
で
は
。

答 

エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
特
別
教

室
で
の
授
業
を
、
エ
ア
コ
ン
が
設

置
し
て
あ
る
教
室
で
実
施
す
る
な

ど
の
対
応
も
行
い
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
深
く
関
わ
る

結
婚
へ
の
支
援
を

問 

人
口
減
少
の
問
題
と
し
て
、

市
内
の
婚
姻
数
の
推
移
と
そ
の
変

化
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答 

婚
姻
数
は
令
和
元
年
が
、
１

３
５
６
件
、
２
年
が
１
２
２
７
件
、

３
年
が
１
１
６
４
件
、
４
年
が
１

１
１
４
件
、
５
年
が
１
０
４
２
件

と
な
っ
て
お
り
、
年
々
、
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
婚
姻
数

の
減
少
に
よ
り
少
子
化
が
加
速
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
社
会
経
済
活

動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

下
水
管
な
ど
の
地
下
埋
設
物
に

関
わ
る
災
害
問
題
は

問 

八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
を

受
け
て
、
下
水
道
の
点
検
な
ど
の

確
認
作
業
の
取
組
は
。

答 

市
独
自
の
対
応
と
し
て
、
口

径
２
ｍ
以
上
の
全
て
の
汚
水
管
約

９
㎞
に
つ
い
て
、
地
表
面
の
亀
裂

等
の
有
無
を
目
視
点
検
し
た
結
果
、

異
常
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

物
価
高
騰
か
ら

暮
ら
し
を
守
る
べ
き

問 

コ
メ
を
買
う
に
も
困
窮
す
る

世
帯
な
ど
へ
の
支
援
策
を
作
る
べ

き
で
は
。

答 
国
や
県
で
は
、
非
課
税
世
帯

に
、
給
付
金
を
支
給
し
、
課
税
世

帯
に
は
、
給
付
金
・
定
額
減
税
一

体
措
置
に
お
い
て
、
物
価
高
に
対

応
し
、
可
処
分
所
得
を
増
や
す
た

め
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

林
地
開
発
に
係
る

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
へ
の
規
制
は

問 

福
島
市
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
規

制
条
例
案
に
つ
い
て
、
市
と
し
て

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答 

福
島
市
の
条
例
案
は
、
再
エ

ネ
発
電
事
業
の
禁
止
区
域
を
設
け
、

そ
の
他
の
地
域
で
も
許
可
制
を
採

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
本

市
と
し
て
は
、
財
産
権
の
侵
害
や

営
業
の
自
由
な
ど
の
権
利
の
保
障

に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

▲国連ユニタール・いわき市・学校法人昌平黌で協力協定を締結

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構

Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
と
の
連
携
は

問 

Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
と
市
内
企
業
と

の
連
携
に
向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
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に
向
け
、
フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
の
活
用
等
の
支
援
を
行

い
ま
す
。「
人
の
た
め
の
デ
ジ
タ

ル
社
会
の
構
築
」
に
つ
い
て
は
、

郵
送
Ｄ
Ｘ
や
自
治
会
Ｄ
Ｘ
等
に
取

り
組
み
ま
す
。「
人
が
輝
き
地
域

を
つ
な
ぐ
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い

て
は
、
中
学
校
を
卒
業
す
る
生
徒

の
新
生
活
を
支
援
す
る
、
本
市
独

自
の
新
た
な
応
援
金
を
創
設
し
ま

す
。「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
防
災

減
災
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

は
、
大
学
生
等
の
力
を
活
用
し
た

消
防
団
員
制
度
を
創
設
し
ま
す
。

災
害
時
の
避
難
所
の

環
境
改
善
を

問 

学
校
体
育
館
へ
の
空
調
整
備

は
。答 

エ
ア
コ
ン
設
置
に
は
、
設
置

や
維
持
管
理
に
多
額
の
費
用
が
か

か
り
、
工
期
が
長
期
休
業
中
に
限

ら
れ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
避
難
者
の
安
全
確
保
を
図

る
観
点
か
ら
、
エ
ア
コ
ン
を
設
置

し
て
い
る
特
別
教
室
の
一
時
的
な

活
用
な
ど
も
視
野
に
入
れ
、
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

国
連
ユ
ニ
タ
ー
ル
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
ジ
ャ
パ
ン

国
際
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
本
市
の
取
組
は

問 

Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
連
携
と
人
材

育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
方
向
性
は
。

答 

研
修
セ
ン
タ
ー
は
、
日
本
初
、

世
界
で
35
番
目
の
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
と

し
て
本
市
に
開
設
さ
れ
、
世
界
各

国
の
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ａ
Ｌ
と
の
グ
ロ
ー
バ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
研

修
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
材
育
成
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
基
本
的
な
方
向
性
は
、

関
係
者
と
協
議
を
進
め
て
お
り
ま

す
が
、
日
本
の
先
進
課
題
で
あ
る

高
齢
社
会
や
東
日
本
大
震
災
か
ら

の
復
興
や
防
災
等
を
テ
ー
マ
と
し

た
研
修
、
子
供
や
若
者
を
対
象
と

し
た
研
修
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

に
進
め
て
い
く
の
か
。

答 

本
年
度
制
作
を
進
め
て
い
る

市
内
企
業
の
保
有
技
術
等
を
紹
介

す
る
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
等
も
活
用
し
、

Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
と
市
内
企
業
と
の
さ

ら
な
る
連
携
強
化
を
図
り
ま
す
。

共
産
党
市
議
団

菅
野
　
宗
長

学
校
給
食
費
無
償
化
な
ど
の

教
育
の
問
題
は

問 

中
学
生
の
給
食
費
無
償
化
で
、

ど
ん
な
成
果
が
期
待
さ
れ
る
か
。

答 

生
徒
１
人
当
た
り
年
額
５
万

７
１
２
０
円
が
無
償
と
な
り
、
中

学
生
を
持
つ
家
庭
の
負
担
軽
減
に

つ
な
が
り
ま
す
。

問 
通
常
授
業
で
使
う
特
別
教
室

の
中
で
、
エ
ア
コ
ン
の
無
い
教
室

は
い
く
つ
あ
る
か
。

答 

令
和
６
年
度
末
時
点
で
３
４

５
教
室
と
な
る
見
込
み
で
、
令
和

７
年
度
末
で
は
２
１
６
教
室
と
な

る
見
込
み
で
す
。

問 

猛
暑
の
中
で
エ
ア
コ
ン
の
無

い
教
室
で
の
授
業
は
、
健
康
へ
の

危
険
を
伴
う
と
と
も
に
、
人
権
問

題
に
も
成
り
か
ね
な
い
問
題
で
は
。

答 

エ
ア
コ
ン
未
設
置
の
特
別
教

室
で
の
授
業
を
、
エ
ア
コ
ン
が
設

置
し
て
あ
る
教
室
で
実
施
す
る
な

ど
の
対
応
も
行
い
ま
す
。

少
子
化
対
策
と
深
く
関
わ
る

結
婚
へ
の
支
援
を

問 

人
口
減
少
の
問
題
と
し
て
、

市
内
の
婚
姻
数
の
推
移
と
そ
の
変

化
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答 

婚
姻
数
は
令
和
元
年
が
、
１

３
５
６
件
、
２
年
が
１
２
２
７
件
、

３
年
が
１
１
６
４
件
、
４
年
が
１

１
１
４
件
、
５
年
が
１
０
４
２
件

と
な
っ
て
お
り
、
年
々
、
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
、
婚
姻
数

の
減
少
に
よ
り
少
子
化
が
加
速
す

る
こ
と
に
な
れ
ば
、
社
会
経
済
活

動
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の

と
認
識
し
て
い
ま
す
。

下
水
管
な
ど
の
地
下
埋
設
物
に

関
わ
る
災
害
問
題
は

問 

八
潮
市
の
道
路
陥
没
事
故
を

受
け
て
、
下
水
道
の
点
検
な
ど
の

確
認
作
業
の
取
組
は
。

答 

市
独
自
の
対
応
と
し
て
、
口

径
２
ｍ
以
上
の
全
て
の
汚
水
管
約

９
㎞
に
つ
い
て
、
地
表
面
の
亀
裂

等
の
有
無
を
目
視
点
検
し
た
結
果
、

異
常
は
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

物
価
高
騰
か
ら

暮
ら
し
を
守
る
べ
き

問 

コ
メ
を
買
う
に
も
困
窮
す
る

世
帯
な
ど
へ
の
支
援
策
を
作
る
べ

き
で
は
。

答 

国
や
県
で
は
、
非
課
税
世
帯

に
、
給
付
金
を
支
給
し
、
課
税
世

帯
に
は
、
給
付
金
・
定
額
減
税
一

体
措
置
に
お
い
て
、
物
価
高
に
対

応
し
、
可
処
分
所
得
を
増
や
す
た

め
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

林
地
開
発
に
係
る

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
へ
の
規
制
は

問 

福
島
市
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
規

制
条
例
案
に
つ
い
て
、
市
と
し
て

ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

答 

福
島
市
の
条
例
案
は
、
再
エ

ネ
発
電
事
業
の
禁
止
区
域
を
設
け
、

そ
の
他
の
地
域
で
も
許
可
制
を
採

用
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
本

市
と
し
て
は
、
財
産
権
の
侵
害
や

営
業
の
自
由
な
ど
の
権
利
の
保
障

に
も
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

▲国連ユニタール・いわき市・学校法人昌平黌で協力協定を締結

福
島
国
際
研
究
教
育
機
構

Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
と
の
連
携
は

問 

Ｆ
‐
Ｒ
Ｅ
Ｉ
と
市
内
企
業
と

の
連
携
に
向
け
、
今
後
ど
の
よ
う
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に
取
り
組
み
ま
す
。

本
市
の
自
転
車
文
化
の

醸
成
を

問 

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー

ト
の
指
定
は
、
本
市
に
ど
の
よ
う

な
効
果
を
も
た
ら
す
の
か
。

答 

ふ
く
し
ま
浜
通
り
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
が
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル

ル
ー
ト
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、

国
や
日
本
政
府
観
光
局
が
、
日
本

を
代
表
す
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ル
ー

ト
と
し
て
、
国
内
外
に
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
う
こ
と
に
な
る
た
め
、

他
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー

ト
と
同
様
に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
含

め
た
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
が
見

込
ま
れ
ま
す
。

問 

い
わ
き
平
競
輪
場
で
令
和
６

年
度
に
行
わ
れ
た
事
業
は
。

答 

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期
間

【
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
】

　日
本
に
お
け
る
新
た
な
観
光

価
値
を
創
造
し
、
地
域
の
創
生

を
図
る
た
め
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
か
ら
一
定
の
水
準
を
満

た
す
ル
ー
ト
を
国
が
指
定
す
る

こ
と
で
、
日
本
を
代
表
し
、
世

界
に
誇
り
う
る
サ
イ
ク
リ
ン
グ

ル
ー
ト
と
し
て
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ

を
行
い
、
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ

ム
を
強
力
に
推
進
し
て
い
く
も

の
。

16
名
の
議
員
が
４
日
間
に
わ
た
っ
て
論
戦
を
展
開

一
般
質
問

そこが
知りたい

　
一
般
質
問
は
、
２
月
27
日
か

ら
３
月
４
日
ま
で
の
う
ち
４
日

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
、
16
名

の
議
員
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
中
か
ら
主
な
も
の
を
掲

載
し
ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
文
章
は
質
問
議

員
自
ら
が
作
成
し
て
お
り
、
行

数
は
発
言
時
間
に
比
例
し
ま
す
。

■
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
込
む
と
、
質
問

議
員
の
録
画
映
像
に
リ
ン
ク
し
ま
す
。

政
風
会

木
田
都
城
子

子
育
て
支
援
に
向
け
た

取
組
は

問 

今
後
の
子
育
て
支
援
策
は
。

答 

令
和
７
年
３
月
に
策
定
予
定

の
市
子
ど
も
計
画
に
お
い
て
は
、

子
供
・
若
者
、
子
育
て
支
援
施
策

と
し
て
４
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、

令
和
７
年
度
か
ら
の
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
基
本
目
標
の
Ｉ
は
、「
こ
ど
も
・

若
者
が
権
利
の
主
体
と
し
て
生
き

ら
れ
る
た
め
に
」
と
し
、
子
供
・

若
者
の
権
利
が
尊
重
さ
れ
る
社
会

を
推
進
し
ま
す
。
具
体
策
と
し
て

は
、
こ
ど
も
ま
ん
な
か
！
こ
ど
も

の
権
利
を
広
げ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
実
施
し
ま
す
。

　
基
本
目
標
の
Ⅱ
は
、「
安
心
し
て

こ
ど
も
を
産
み
育
て
る
た
め
に
」

と
し
、
安
心
し
て
妊
娠
・
出
産
・

子
育
て
が
で
き
る
環
境
の
整
備
や

就
労
と
子
育
て
の
両
立
を
支
援
し

ま
す
。
具
体
策
と
し
て
は
、
妊
婦

に
や
さ
し
い
遠
方
出
産
支
援
事
業

や
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
基
本
目
標
の
Ⅲ
は
、「
こ
ど
も
・

若
者
が
健
康
で
自
分
ら
し
く
成
長

す
る
た
め
に
」
と
し
、
子
供
・
若

者
が
健
康
に
育
つ
た
め
の
支
援
や

確
か
な
人
間
力
を
育
む
教
育
の
推

進
等
を
図
り
ま
す
。
具
体
策
と
し

て
は
、
身
体
の
異
常
の
早
期
発
見

等
を
目
的
と
し
た
１
か
月
児
健
康

診
査
の
実
施
や
、
中
学
生
の
教
育

費
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
中

学
生
の
学
校
給
食
費
を
無
償
化
し

ま
す
。

　
基
本
目
標
の
Ⅳ
は
、「
支
援
を
必

要
と
す
る
こ
ど
も
・
若
者
と
そ
の

家
庭
の
た
め
に
」
と
し
、
困
難
に

直
面
す
る
子
供
・
若
者
や
独
り
親

家
庭
等
の
支
援
を
行
い
ま
す
。
具

体
策
と
し
て
は
、
Ｄ
Ｖ
被
害
者
緊

急
一
時
避
難
支
援
事
業
を
拡
充
す

る
ほ
か
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
応
援

金
事
業
を
創
設
し
ま
す
。
今
後
、

本
計
画
に
基
づ
き
、
子
供
・
若
者

が
健
や
か
に
成
長
し
、
将
来
に
わ

た
っ
て
幸
せ
に
生
活
で
き
る
「
こ

ど
も
ま
ん
な
か
社
会
」
の
実
現
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

循
環
型
社
会
の

実
現
に
向
け
た
取
組
は

問 

新
規
事
業
の
循
環
型
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
支
援
事
業
の
概
要
は
。

答 

ご
み
を
焼
却
処
分
す
る
の
で

は
な
く
、
資
源
と
し
て
循
環
さ
せ

る
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
推
進
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
①
食
品
ロ
ス

の
削
減
、
②
３
Ｒ
の
促
進
、
③
新

た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
へ
の
対
応

に
取
り
組
み
ま
す
。

政
風
会

田
頭
　
弘
毅

自
治
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
向
け
た

活
動
支
援
を

問 

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

支
援
の
取
組
の
内
容
は
。

答 

自
治
会
事
務
の
負
担
軽
減
を

図
る
た
め
に
、
自
治
会
活
動
の
デ

ジ
タ
ル
化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
は
、
７
自
治
会
を
対
象
に
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
使
用
で
き
る

ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
「
結
ネ
ッ

ト
」
を
用
い
て
、
電
子
回
覧
や
自

治
会
内
の
情
報
発
信
な
ど
の
実
証

試
験
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

小
名
浜
地
区
の

賑
わ
い
の
創
出
を

問 

い
わ
き
・
ら
・
ら
・
ミ
ュ
ウ

が
道
の
駅
と
し
て
オ
ー
プ
ン
す
る

こ
と
を
契
機
と
し
て
、
ど
の
よ
う

に
観
光
振
興
に
活
用
す
る
の
か
。

答 

道
の
駅
登
録
は
、
観
光
交
流

人
口
の
拡
大
等
に
向
け
、
大
き
な

追
い
風
と
な
る
も
の
と
期
待
し
て

い
ま
す
。
小
名
浜
道
路
の
整
備
や

ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ク
ル
ル
ー
ト
指

定
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
情
報
・
交
流
の
拠
点
・
ハ

ブ
と
し
て
の
当
施
設
の
役
割
が
、

さ
ら
に
高
ま
る
た
め
、
道
の
駅
登

録
を
契
機
に
観
光
振
興
に
積
極
的
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中
に
は
、
特
別
競
輪
「
日
本
選

手
権
競
輪
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
目
標
を

大
き
く
上
回
る
約
１
５
２
億
円
の

売
上
を
達
成
す
る
な
ど
、
大
成
功

の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
８
年
度
の
特
別
競
輪
「
競
輪

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
６
」
の
開
催

場
所
と
し
て
、
い
わ
き
平
競
輪
場

が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

の
理
解
度
に
応
じ
て
出
題
さ
れ
る

ド
リ
ル
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
来
年
度
は
教
科
書
の

単
元
ご
と
に
確
認
テ
ス
ト
を
提
供

で
き
る
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
る
予

定
で
す
。
こ
の
ド
リ
ル
機
能
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
教
員
が
児
童
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況
を
踏

ま
え
、
個
々
へ
の
声
掛
け
に
よ
り
、

見
え
な
い
努
力
を
評
価
す
る
こ
と

で
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

教
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
や
り
が

い
と
な
り
、
自
己
効
力
感
を
高
め

る
効
果
や
、
紙
教
材
の
準
備
等
が

不
要
と
な
り
、
教
員
の
業
務
負
担

軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
民
が
満
足
す
る

医
療
に
向
け
た
取
組
は

問 

総
合
診
療
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

設
置
の
目
的
と
今
後
の
展
開
は
。

答 

高
齢
者
等
が
抱
え
る
複
合
的

疾
患
に
対
応
す
る
医
師
へ
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
地
域
全
体

で
、
あ
ら
ゆ
る
症
状
や
疾
患
に
対

し
幅
広
く
診
療
す
る
総
合
診
療
医

を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

将
来
的
に
、
本
市
に
定
着
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
メ
リ
ッ

ト
と
経
過
観
察
入
院
パ
ス
の
導
入

は
。

答 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
は
、
病
気

の
治
療
や
検
査
、
看
護
ケ
ア
な
ど

の
予
定
を
時
系
列
に
ま
と
め
た
診

療
計
画
表
で
す
。
患
者
側
は
安
心

し
て
入
院
生
活
を
送
れ
、
病
院
側

は
病
床
管
理
を
し
や
す
く
な
る
等

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
医
療
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
15
の
診
療
科

で
合
計
96
個
の
パ
ス
を
運
用
し
、

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
経
過
観

察
入
院
パ
ス
の
導
入
は
、
解
決
す

べ
き
課
題
が
あ
る
た
め
、
そ
の
有

用
性
を
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問 

地
域
医
療
を
守
り
育
て
る
今

後
の
市
の
取
組
は
。

答 

市
医
療
連
携
協
働
会
議
で
の

議
論
を
踏
ま
え
、
医
療
人
を
育
む
、

医
療
人
を
増
や
す
、
医
療
機
関
の

機
能
分
化
と
連
携
の
方
針
の
も
と
、

い
わ
き
市
医
学
生
応
援
修
学
資
金

の
創
設
や
、
診
療
所
開
設
支
援
補

助
金
の
承
継
に
係
る
補
助
対
象
拡

大
な
ど
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保

に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

〇
本
市
の
公
営
墓
地
の
在
り
方
は

創
世
会

佐
藤
　
和
良

視
覚
障
が
い
者
用

誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の
修
繕
を

問 

ブ
ロ
ッ
ク
の
維
持
管
理
は
。

使
用
料
の
値
上
げ
は
見
送
る
べ
き
。

答 

令
和
６
年
度
か
ら
の
３
年
間

を
経
営
体
力
回
復･

重
点
期
間
と

し
、
入
湯
税
超
過
課
税
の
導
入
は
、

並
行
し
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

政
風
会

草
野
　
大
輔

地
域
医
療
提
供
体
制
の

強
化
を

問 

診
療
所
開
設
支
援
の
強
化
の

た
め
、
診
療
所
開
設
支
援
事
業
の

拡
充
や
新
規
取
組
が
必
要
で
は
。

答 

診
療
所
開
設
支
援
補
助
金
は
、

診
療
所
を
承
継
す
る
場
合
、
市
内

の
医
師
や
２
親
等
以
内
の
医
師
も

補
助
対
象
に
加
え
る
等
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
国
で
は
、

都
道
府
県
が
医
師
の
偏
在
対
策
を

重
点
的
に
進
め
る
区
域
を
指
定
し
、

そ
の
区
域
内
の
診
療
所
の
承
継
や

新
規
開
業
を
促
す
事
業
を
始
め
る

と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
診
療

所
の
開
設
、
承
継
の
促
進
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

若
い
世
代
の
活
躍
推
進
を

問 

若
い
女
性
の
働
き
が
い
を
高

答 

破
損
等
の
異
常
が
確
認
さ
れ

た
際
は
、
速
や
か
に
修
繕
す
る
と

と
も
に
、
破
損
箇
所
の
周
辺
に
お

い
て
も
確
認
・
点
検
を
行
い
、
利

用
者
の
安
全
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
、

河
川
氾
濫
の
防
止
を

問 

令
和
７
年
度
以
降
の
河
川
改

修
は
。

答 

新
川
・
宮
川
は
、
県
が
測
量

調
査
や
概
略
設
計
を
進
め
、
河
川

改
修
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
さ

ら
に
、
新
川
は
、
平
北
白
土
地
内

の
高
橋
よ
り
上
流
区
間
で
、
継
続

的
に
堆
積
土
砂
等
の
除
去
を
進
め
、

矢
田
川
は
、
今
年
度
に
引
き
続
き
、

鹿
島
町
米
田
地
内
で
河
川
堤
防
へ

の
防
草
シ
ー
ト
の
設
置
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
草
川

の
田
人
町
黒
田
字
平
草
地
内
等
で

護
岸
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

泉
地
区
に
お
け
る
避
難
訓
練
の

説
明
と
違
う
避
難
所
指
定
は
問
題

問 

対
応
を
改
善
す
べ
き
で
は
。

答 

開
設
避
難
所
の
見
直
し
で
す

が
、
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
改
め

て
避
難
所
を
指
定
し
ま
す
。

温
泉
事
業
に
つ
い
て
事
業
者
や

市
民
の
声
を
よ
く
聞
い
て

問 

入
湯
税
増
額
は
控
え
、
温
泉

■
そ
の
他
の
質
問

〇
小
名
浜
港
に
お
け
る
釣
り
文
化

振
興
モ
デ
ル
港
と
し
て
の
取
組
は

真
政
会

馬
上
　
卓
也

新
し
い
学
び
に
向
け
た

取
組
は

問 

学
習
支
援
ソ
フ
ト
「
ミ
ラ
イ

シ
ー
ド
」
で
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

答 

現
在
、
児
童
生
徒
は
、
個
々 ▲いわき平競輪場で開催された第78回日本選手権競輪
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中
に
は
、
特
別
競
輪
「
日
本
選

手
権
競
輪
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

様
々
な
工
夫
を
凝
ら
し
、
目
標
を

大
き
く
上
回
る
約
１
５
２
億
円
の

売
上
を
達
成
す
る
な
ど
、
大
成
功

の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。
ま
た
、

令
和
８
年
度
の
特
別
競
輪
「
競
輪

グ
ラ
ン
プ
リ
２
０
２
６
」
の
開
催

場
所
と
し
て
、
い
わ
き
平
競
輪
場

が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。

の
理
解
度
に
応
じ
て
出
題
さ
れ
る

ド
リ
ル
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
来
年
度
は
教
科
書
の

単
元
ご
と
に
確
認
テ
ス
ト
を
提
供

で
き
る
機
能
が
盛
り
込
ま
れ
る
予

定
で
す
。
こ
の
ド
リ
ル
機
能
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
教
員
が
児
童
生

徒
一
人
ひ
と
り
の
学
習
状
況
を
踏

ま
え
、
個
々
へ
の
声
掛
け
に
よ
り
、

見
え
な
い
努
力
を
評
価
す
る
こ
と

で
、
学
習
意
欲
の
向
上
に
つ
な
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

教
員
に
と
っ
て
も
大
き
な
や
り
が

い
と
な
り
、
自
己
効
力
感
を
高
め

る
効
果
や
、
紙
教
材
の
準
備
等
が

不
要
と
な
り
、
教
員
の
業
務
負
担

軽
減
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

市
民
が
満
足
す
る

医
療
に
向
け
た
取
組
は

問 

総
合
診
療
重
点
プ
ロ
グ
ラ
ム

設
置
の
目
的
と
今
後
の
展
開
は
。

答 

高
齢
者
等
が
抱
え
る
複
合
的

疾
患
に
対
応
す
る
医
師
へ
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、
地
域
全
体

で
、
あ
ら
ゆ
る
症
状
や
疾
患
に
対

し
幅
広
く
診
療
す
る
総
合
診
療
医

を
育
成
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

将
来
的
に
、
本
市
に
定
着
さ
せ
て

い
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

問 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
の
メ
リ
ッ

ト
と
経
過
観
察
入
院
パ
ス
の
導
入

は
。

答 

ク
リ
ニ
カ
ル
パ
ス
は
、
病
気

の
治
療
や
検
査
、
看
護
ケ
ア
な
ど

の
予
定
を
時
系
列
に
ま
と
め
た
診

療
計
画
表
で
す
。
患
者
側
は
安
心

し
て
入
院
生
活
を
送
れ
、
病
院
側

は
病
床
管
理
を
し
や
す
く
な
る
等

の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
医
療
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
15
の
診
療
科

で
合
計
96
個
の
パ
ス
を
運
用
し
、

診
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。
経
過
観

察
入
院
パ
ス
の
導
入
は
、
解
決
す

べ
き
課
題
が
あ
る
た
め
、
そ
の
有

用
性
を
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

問 

地
域
医
療
を
守
り
育
て
る
今

後
の
市
の
取
組
は
。

答 

市
医
療
連
携
協
働
会
議
で
の

議
論
を
踏
ま
え
、
医
療
人
を
育
む
、

医
療
人
を
増
や
す
、
医
療
機
関
の

機
能
分
化
と
連
携
の
方
針
の
も
と
、

い
わ
き
市
医
学
生
応
援
修
学
資
金

の
創
設
や
、
診
療
所
開
設
支
援
補

助
金
の
承
継
に
係
る
補
助
対
象
拡

大
な
ど
、
医
療
提
供
体
制
の
確
保

に
力
を
注
い
で
い
き
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

〇
本
市
の
公
営
墓
地
の
在
り
方
は

創
世
会

佐
藤
　
和
良

視
覚
障
が
い
者
用

誘
導
ブ
ロ
ッ
ク
の
修
繕
を

問 

ブ
ロ
ッ
ク
の
維
持
管
理
は
。

使
用
料
の
値
上
げ
は
見
送
る
べ
き
。

答 

令
和
６
年
度
か
ら
の
３
年
間

を
経
営
体
力
回
復･

重
点
期
間
と

し
、
入
湯
税
超
過
課
税
の
導
入
は
、

並
行
し
て
、
検
討
を
進
め
ま
す
。

政
風
会

草
野
　
大
輔

地
域
医
療
提
供
体
制
の

強
化
を

問 

診
療
所
開
設
支
援
の
強
化
の

た
め
、
診
療
所
開
設
支
援
事
業
の

拡
充
や
新
規
取
組
が
必
要
で
は
。

答 

診
療
所
開
設
支
援
補
助
金
は
、

診
療
所
を
承
継
す
る
場
合
、
市
内

の
医
師
や
２
親
等
以
内
の
医
師
も

補
助
対
象
に
加
え
る
等
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
国
で
は
、

都
道
府
県
が
医
師
の
偏
在
対
策
を

重
点
的
に
進
め
る
区
域
を
指
定
し
、

そ
の
区
域
内
の
診
療
所
の
承
継
や

新
規
開
業
を
促
す
事
業
を
始
め
る

と
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
診
療

所
の
開
設
、
承
継
の
促
進
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

若
い
世
代
の
活
躍
推
進
を

問 

若
い
女
性
の
働
き
が
い
を
高

答 

破
損
等
の
異
常
が
確
認
さ
れ

た
際
は
、
速
や
か
に
修
繕
す
る
と

と
も
に
、
破
損
箇
所
の
周
辺
に
お

い
て
も
確
認
・
点
検
を
行
い
、
利

用
者
の
安
全
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
へ
、

河
川
氾
濫
の
防
止
を

問 

令
和
７
年
度
以
降
の
河
川
改

修
は
。

答 

新
川
・
宮
川
は
、
県
が
測
量

調
査
や
概
略
設
計
を
進
め
、
河
川

改
修
に
着
手
す
る
予
定
で
す
。
さ

ら
に
、
新
川
は
、
平
北
白
土
地
内

の
高
橋
よ
り
上
流
区
間
で
、
継
続

的
に
堆
積
土
砂
等
の
除
去
を
進
め
、

矢
田
川
は
、
今
年
度
に
引
き
続
き
、

鹿
島
町
米
田
地
内
で
河
川
堤
防
へ

の
防
草
シ
ー
ト
の
設
置
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
草
川

の
田
人
町
黒
田
字
平
草
地
内
等
で

護
岸
工
事
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

泉
地
区
に
お
け
る
避
難
訓
練
の

説
明
と
違
う
避
難
所
指
定
は
問
題

問 

対
応
を
改
善
す
べ
き
で
は
。

答 

開
設
避
難
所
の
見
直
し
で
す

が
、
令
和
７
年
３
月
ま
で
に
改
め

て
避
難
所
を
指
定
し
ま
す
。

温
泉
事
業
に
つ
い
て
事
業
者
や

市
民
の
声
を
よ
く
聞
い
て

問 
入
湯
税
増
額
は
控
え
、
温
泉

■
そ
の
他
の
質
問

〇
小
名
浜
港
に
お
け
る
釣
り
文
化

振
興
モ
デ
ル
港
と
し
て
の
取
組
は

真
政
会

馬
上
　
卓
也

新
し
い
学
び
に
向
け
た

取
組
は

問 

学
習
支
援
ソ
フ
ト
「
ミ
ラ
イ

シ
ー
ド
」
で
期
待
さ
れ
る
効
果
は
。

答 

現
在
、
児
童
生
徒
は
、
個
々 ▲いわき平競輪場で開催された第78回日本選手権競輪
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め
る
た
め
の
市
の
取
組
は
。

答 
自
ら
の
能
力
を
発
揮
し
、
活

躍
で
き
る
職
場
や
職
種
、
社
会
課

題
の
解
決
に
寄
与
で
き
る
業
種
を

新
た
に
生
み
出
す
取
組
を
進
め
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
語
学
や
デ
ジ

タ
ル
ス
キ
ル
等
を
生
か
せ
る
企
画

総
務
、
海
外
関
連
業
務
な
ど
の
本

社
機
能
の
誘
致
や
女
性
の
ス
タ
ー

ト
ア
ッ
プ
、
創
業
支
援
の
推
進
に

努
め
ま
す
。

小
川
・
川
前
地
区
に
お
け
る

生
活
維
持
・
地
域
振
興
の
取
組
は

問 

い
わ
き
の
里
鬼
ヶ
城
の
再
開

に
あ
た
り
、
地
域
と
の
関
わ
り
は
。

答 

新
た
な
指
定
管
理
者
候
補
者

は
、
地
域
と
連
携
を
図
り
な
が
ら

運
営
し
て
い
く
と
し
て
お
り
、
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
さ
れ
た
後
、

川
前
地
区
の
皆
様
と
の
事
前
の
打

ち
合
わ
せ
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
地
区
と
の
連
携
や

協
力
は
、
施
設
運
営
に
お
い
て
重

要
と
考
え
て
お
り
、
川
前
地
区
の

皆
様
の
御
意
見
を
伺
い
な
が
ら
体

制
構
築
に
向
け
支
援
し
ま
す
。

問 

磐
越
東
線
の
利
用
促
進
は
。

答 

鉄
道
活
性
化
対
策
協
議
会
で

は
、
増
便
や
サ
イ
ク
ル
ト
レ
イ
ン

の
運
行
等
、
継
続
的
に
Ｊ
Ｒ
東
日

本
へ
要
望
し
て
お
り
、
ま
た
、
沿

線
自
治
体
等
で
組
織
す
る
磐
越
東

答 

歴
史
的
価
値
を
有
す
る
史
料

は
、収
集
・
管
理
の
範
囲
、保
存
・

利
用
の
在
り
方
な
ど
、
整
理
す
べ

き
様
々
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
文
化
財

保
護
法
に
基
づ
く
、
文
化
財
の
保

存
及
び
活
用
に
関
す
る
総
合
的
な

計
画
の
策
定
に
、
今
後
、
取
り
組

む
中
で
、
検
討
課
題
と
し
ま
す
。

問 

本
市
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

文
化
財
を
は
じ
め
、
公
文
書
な
ど

の
行
政
文
書
を
後
世
に
引
き
継
ぐ

こ
と
は
、
オ
ー
ル
い
わ
き
の
観
点

か
ら
も
重
要
で
す
。
郡
山
市
の
事

例
な
ど
も
参
考
に
し
な
が
ら
、
一

層
の
取
組
を
本
市
で
も
進
め
る
こ

と
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

答 

郡
山
市
で
も
そ
う
い
っ
た
進

展
が
あ
る
と
伺
っ
て
お
り
、
資
料

の
保
存
や
公
開
に
関
し
て
、
一
元

的
に
市
民
に
提
供
す
る
場
所
の
設

立
は
、
長
年
の
重
要
課
題
と
捉
え

て
い
る
た
め
、
引
き
続
き
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

共
産
党
市
議
団

塩
　
　
恭
子

保
育
士
不
足
の
解
決
を

問 

保
育
士
を
増
や
す
た
め
に
市

は
ど
の
様
な
施
策
を
し
て
き
た
か
。

答 

保
育
士
人
材
を
確
保
す
る
主

な
取
組
と
し
て
、
市
内
中
学
生
や

高
校
生
、
学
生
な
ど
に
対
し
て
、

保
育
園
等
の
活
動
の
紹
介
等
を
行

う
合
同
説
明
会
や
保
育
所
等
見
学

バ
ス
ツ
ア
ー
、
保
育
等
現
場
体
験

等
の
取
組
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

子
育
て
支
援
と
し
て

保
育
料
無
償
化
を

問 

０
、
１
、
２
歳
児
の
保
育
料

無
償
化
の
実
現
は
。

答 

費
用
負
担
が
約
６
億
３
２
０

０
万
円
に
な
る
と
推
定
さ
れ
、
保

育
士
等
の
確
保
等
が
課
題
と
な
る

た
め
、
保
育
料
等
を
無
償
化
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

学
校
ト
イ
レ
へ
の

生
理
用
品
設
置
を

問 

生
理
用
品
の
学
校
ト
イ
レ
へ

の
設
置
状
況
の
変
化
は
。

答 

令
和
６
年
10
月
末
か
ら
２
校

増
え
て
、
令
和
７
年
２
月
現
在
、

小
学
校
９
校
、
中
学
校
16
校
で
す
。

真
政
会

吉
田
　
雅
人

ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
の取組

を

問 
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
の
現
状
は
。

答 
市
の
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
お
い
て
は
、
動
物
が
苦
手
な

方
や
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る

方
な
ど
に
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
原
則
、
室
外
で
飼
育

管
理
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
現

時
点
で
飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
が
同
室

で
生
活
で
き
る
避
難
所
は
設
置
し

て
い
ま
せ
ん
。

問 

現
状
へ
の
評
価
は
。

答 

市
総
合
防
災
訓
練
で
の
ペ
ッ

ト
同
行
避
難
訓
練
に
お
い
て
、
ペ

ッ
ト
避
難
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト

を
行
い
、
参
加
し
た
飼
い
主
か
ら

は
、
犬
が
怯
え
て
吠
え
な
い
よ
う

に
、
飼
い
主
が
ペ
ッ
ト
の
そ
ば
で

過
ご
せ
る
避
難
場
所
を
求
め
る
声

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
普

段
室
内
飼
育
し
て
い
る
犬
を
、
室

外
飼
育
し
て
い
る
犬
と
同
じ
ス
ペ

ー
ス
で
飼
育
す
る
の
は
不
安
で
あ

る
と
の
声
も
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、
飼
い
主
と

ペ
ッ
ト
が
同
じ
室
内
で
生
活
で
き

る
避
難
場
所
の
設
置
は
、
飼
い
主

が
躊
躇
な
く
避
難
所
を
利
用
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
取
組
で
あ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

問 

ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
が
可
能
な

避
難
所
を
設
置
す
る
取
組
は
。

答 

飼
い
主
と
ペ
ッ
ト
が
同
じ
室

内
で
生
活
で
き
る
避
難
所
の
設
置

に
向
け
て
は
、
犬
や
猫
等
の
室
内

飼
育
が
可
能
な
施
設
の
選
定
、
施

設
管
理
者
の
理
解
と
協
力
に
よ
る

線
活
性
化
対
策
協
議
会
で
は
、
特

別
列
車
の
運
行
等
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。
加
え
て
、
本
市
独
自
の

取
組
と
し
て
、
い
わ
き
Ｆ
Ｃ
の
ホ

ー
ム
試
合
開
催
に
合
わ
せ
た
利
用

促
進
イ
ベ
ン
ト
や
鉄
道
交
通
の
活

性
化
に
つ
い
て
の
講
演
会
等
を
開

催
し
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
、
利

用
促
進
と
マ
イ
レ
ー
ル
意
識
の
向

上
の
取
組
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

公
明
党

塩
沢
　
昭
広

歴
史
・
文
化
資
源
の

活
用
等
は

問 

い
わ
き
市
に
関
す
る
史
料
を

収
集
し
、
一
元
的
に
管
理
・
発
信

す
る
機
能
の
設
置
に
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

▲いわき市鉄道交通を応援する会鉄活セミナー
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飼
育
場
所
の
確
保
、 

感
染
症
防
止

対
策
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
は
、
市
民

の
皆
様
の
声
も
踏
ま
え
、
既
存
避

難
所
の
活
用
や
、 

飼
い
主
と
ペ
ッ

ト
が
同
室
で
生
活
で
き
る
専
用
の

避
難
所
の
新
た
な
設
置
等
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
、
関
係
部
署
及
び

関
係
機
関
と
の
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
こ
う
し
た

先
進
事
例
を
参
考
に
、
次
世
代
を

担
う
担
い
手
の
確
保
・
育
成
な
ど

を
通
じ
、
農
地
の
維
持
、
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

創
世
会

坂
本
　
　
稔

旧
議
員
年
金
の
税
金
に
よ
る

存
続
は
見
直
す
べ
き

問 

本
市
の
議
員
共
済
会
負
担
金

の
平
成
27
年
度
・
令
和
２
年
度
・

令
和
７
年
度
（
予
定
）
の
金
額
は
。

答 

負
担
金
の
額
は
、
平
成
27
年

度
決
算
が
、
約
１
億
７
５
８
３
万

円
、
令
和
２
年
度
決
算
が
約
９
５

２
９
万
円
、
令
和
７
年
度
は
当
初

予
算
案
と
し
て
約
７
４
５
３
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

問 

議
員
年
金
の
廃
止
法
が
施
行

さ
れ
た
平
成
23
年
度
か
ら
現
在
ま

で
の
本
市
の
議
員
共
済
会
負
担
金

の
累
計
額
は
い
く
ら
か
。

答 

平
成
23
年
度
か
ら
令
和
６
年

度
ま
で
拠
出
し
た
負
担
金
の
累
計

額
は
、
約
17
億
４
３
５
万
円
で
す
。

中
山
間
地
域
で
実
施
し
た

お
で
か
け
医
療
セ
ン
タ
ー
の
取
組
は

問 

中
山
間
地
域
医
療
に
つ
い
て

医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
う
の
か
。

０
張
に
増
や
す
ほ
か
、
新
た
に
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
５
０
０
台
を
整
備

し
ま
す
。
ま
た
、
炊
き
出
し
用
か

ま
ど
を
内
陸
部
の
避
難
所
に
も
整

備
し
、
温
か
い
食
事
が
提
供
で
き

る
体
制
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

問 

避
難
所
と
な
る
学
校
体
育
館

の
環
境
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
は
。

答 

空
調
機
能
が
な
く
、
洋
式
ト

イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
体
育

館
が
多
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、

災
害
時
に
小
中
学
校
の
校
舎
を
最

大
限
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
エ

ア
コ
ン
の
あ
る
特
別
教
室
や
校
舎

内
の
洋
式
ト
イ
レ
を
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
夏
の
気
温
上
昇
が

顕
著
で
、
体
育
館
で
の
避
難
者
の

体
調
管
理
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

避
難
所
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
児
童
・
生
徒
の
通
常

時
の
教
育
活
動
に
影
響
が
及
ぶ
こ

と
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
教
育

委
員
会
と
連
携
し
、
先
行
事
例
の

情
報
収
集
を
進
め
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
た

今
後
の
取
組
は

問 

中
心
市
街
地
活
性
化
へ
向
け

た
新
年
度
の
取
組
は
。

答 

駅
周
辺
の
歩
行
者
の
通
行
量

等
を
調
査
す
る
Ａ
Ｉ
ビ
ー
コ
ン
を

設
置
し
、
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
商

店
街
等
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
向
上
や

魅
力
的
な
テ
ナ
ン
ト
誘
致
等
に
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
発
信
の
活

動
を
軸
と
す
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
配
置
し
、
市
街
地
活
性
化
の

推
進
体
制
を
強
化
す
る
考
え
で
す
。

誠
心
誠
意
の
会

大
友
　
康
夫

産
業
の
振
興
に
向
け
た

取
組
は

問 

藤
原
ふ
頭
の
状
況
は
。

答 

近
年
で
は
、
市
内
に
大
規
模

な
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
を
背
景
に
、
燃
料
用
の

木
材
チ
ッ
プ
の
取
扱
量
が
増
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
県
内
風
力

発
電
施
設
の
導
入
拡
大
に
伴
い
、

風
力
関
連
機
材
の
取
扱
量
も
増
え
、

混
雑
し
た
状
況
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

問 

現
在
の
小
名
浜
港
の
滞
船
状

況
は
。

答 

令
和
６
年
度
は
、
石
炭
の
取

扱
量
が
回
復
し
た
こ
と
や
、
度
重

な
る
天
候
不
良
に
よ
り
、
再
び
滞

船
が
増
加
傾
向
と
の
こ
と
で
す
。

問 

小
名
浜
港
の
今
後
の
展
望
は
。

答 

現
在
、
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
の
緩
和
や
脱
炭
素
推
進
に
向

け
、
陸
上
輸
送
か
ら
海
上
輸
送
へ

の
転
換
の
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

答 

令
和
６
年
に
実
施
し
た
お
で

か
け
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、
改
め
て

中
山
間
地
域
の
状
況
を
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

中
山
間
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の

在
り
方
を
市
医
師
会
や
隣
接
す
る

自
治
体
の
関
係
機
関
等
と
も
情
報

を
共
有
し
、
協
議
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

〇
田
人
診
療
所
の
今
後
は

〇
こ
れ
ま
で
の
市
の
入
札
制
度
は

〇
新
た
に
導
入
さ
れ
る
変
動
型
最

低
制
限
価
格
制
度
の
ラ
ン
ダ
ム
係

数
の
設
定
を
下
限
値
に
し
た
の
は

ど
う
い
う
理
由
か

市
民
の
会

遠
藤
　
崇
広

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

問 

非
常
用
食
糧
の
見
直
し
と
避

難
所
の
環
境
充
実
へ
向
け
た
取
組

は
。答 

非
常
用
食
糧
の
確
保
す
べ
き

目
標
数
量
を
21
万
１
８
０
０
食
か

ら
35
万
５
５
０
０
食
に
拡
充
し
、

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
対
応
を

教
訓
と
し
た
国
の
防
災
基
本
計
画

の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
確
保
等
を
図
る
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
を
１
９
５
０
張
か
ら
４
６
７

農
業
施
策
の
推
進
を

問 

農
業
版
企
業
誘
致
な
ど
の
新

た
な
取
組
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
の
所
見
は
。

答 

本
市
で
は
、
耕
作
放
棄
地
が

点
在
し
、
現
在
、
集
約
し
た
農
地

を
希
望
す
る
企
業
は
あ
る
も
の
の
、

そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
様
々
な
課
題
は ▲ペット同行避難訓練の様子
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飼
育
場
所
の
確
保
、 

感
染
症
防
止

対
策
な
ど
、
様
々
な
課
題
が
あ
り

ま
す
。
市
と
し
ま
し
て
は
、
市
民

の
皆
様
の
声
も
踏
ま
え
、
既
存
避

難
所
の
活
用
や
、 
飼
い
主
と
ペ
ッ

ト
が
同
室
で
生
活
で
き
る
専
用
の

避
難
所
の
新
た
な
設
置
等
に
つ
い

て
、
引
き
続
き
、
関
係
部
署
及
び

関
係
機
関
と
の
検
討
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
こ
う
し
た

先
進
事
例
を
参
考
に
、
次
世
代
を

担
う
担
い
手
の
確
保
・
育
成
な
ど

を
通
じ
、
農
地
の
維
持
、
保
全
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

創
世
会

坂
本
　
　
稔

旧
議
員
年
金
の
税
金
に
よ
る

存
続
は
見
直
す
べ
き

問 
本
市
の
議
員
共
済
会
負
担
金

の
平
成
27
年
度
・
令
和
２
年
度
・

令
和
７
年
度
（
予
定
）
の
金
額
は
。

答 

負
担
金
の
額
は
、
平
成
27
年

度
決
算
が
、
約
１
億
７
５
８
３
万

円
、
令
和
２
年
度
決
算
が
約
９
５

２
９
万
円
、
令
和
７
年
度
は
当
初

予
算
案
と
し
て
約
７
４
５
３
万
円

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

問 

議
員
年
金
の
廃
止
法
が
施
行

さ
れ
た
平
成
23
年
度
か
ら
現
在
ま

で
の
本
市
の
議
員
共
済
会
負
担
金

の
累
計
額
は
い
く
ら
か
。

答 

平
成
23
年
度
か
ら
令
和
６
年

度
ま
で
拠
出
し
た
負
担
金
の
累
計

額
は
、
約
17
億
４
３
５
万
円
で
す
。

中
山
間
地
域
で
実
施
し
た

お
で
か
け
医
療
セ
ン
タ
ー
の
取
組
は

問 

中
山
間
地
域
医
療
に
つ
い
て

医
療
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
ど
の
よ

う
な
役
割
を
担
う
の
か
。

０
張
に
増
や
す
ほ
か
、
新
た
に
段

ボ
ー
ル
ベ
ッ
ド
５
０
０
台
を
整
備

し
ま
す
。
ま
た
、
炊
き
出
し
用
か

ま
ど
を
内
陸
部
の
避
難
所
に
も
整

備
し
、
温
か
い
食
事
が
提
供
で
き

る
体
制
の
拡
充
を
図
り
ま
す
。

問 

避
難
所
と
な
る
学
校
体
育
館

の
環
境
イ
ン
フ
ラ
の
改
善
は
。

答 

空
調
機
能
が
な
く
、
洋
式
ト

イ
レ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
体
育

館
が
多
い
状
況
で
す
。
そ
の
た
め
、

災
害
時
に
小
中
学
校
の
校
舎
を
最

大
限
に
活
用
す
る
こ
と
と
し
、
エ

ア
コ
ン
の
あ
る
特
別
教
室
や
校
舎

内
の
洋
式
ト
イ
レ
を
活
用
し
ま
す
。

ま
た
、
近
年
、
夏
の
気
温
上
昇
が

顕
著
で
、
体
育
館
で
の
避
難
者
の

体
調
管
理
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、

避
難
所
環
境
を
整
え
る
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
児
童
・
生
徒
の
通
常

時
の
教
育
活
動
に
影
響
が
及
ぶ
こ

と
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
は
多
額
の

費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
教
育

委
員
会
と
連
携
し
、
先
行
事
例
の

情
報
収
集
を
進
め
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
向
け
た

今
後
の
取
組
は

問 

中
心
市
街
地
活
性
化
へ
向
け

た
新
年
度
の
取
組
は
。

答 
駅
周
辺
の
歩
行
者
の
通
行
量

等
を
調
査
す
る
Ａ
Ｉ
ビ
ー
コ
ン
を

設
置
し
、
調
査
し
た
デ
ー
タ
を
商

店
街
等
の
顧
客
サ
ー
ビ
ス
向
上
や

魅
力
的
な
テ
ナ
ン
ト
誘
致
等
に
活

用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
想
定
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
情
報
発
信
の
活

動
を
軸
と
す
る
地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
配
置
し
、
市
街
地
活
性
化
の

推
進
体
制
を
強
化
す
る
考
え
で
す
。

誠
心
誠
意
の
会

大
友
　
康
夫

産
業
の
振
興
に
向
け
た

取
組
は

問 

藤
原
ふ
頭
の
状
況
は
。

答 

近
年
で
は
、
市
内
に
大
規
模

な
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
が
整
備
さ

れ
た
こ
と
を
背
景
に
、
燃
料
用
の

木
材
チ
ッ
プ
の
取
扱
量
が
増
え
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
県
内
風
力

発
電
施
設
の
導
入
拡
大
に
伴
い
、

風
力
関
連
機
材
の
取
扱
量
も
増
え
、

混
雑
し
た
状
況
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

問 

現
在
の
小
名
浜
港
の
滞
船
状

況
は
。

答 

令
和
６
年
度
は
、
石
炭
の
取

扱
量
が
回
復
し
た
こ
と
や
、
度
重

な
る
天
候
不
良
に
よ
り
、
再
び
滞

船
が
増
加
傾
向
と
の
こ
と
で
す
。

問 

小
名
浜
港
の
今
後
の
展
望
は
。

答 

現
在
、
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
の
緩
和
や
脱
炭
素
推
進
に
向

け
、
陸
上
輸
送
か
ら
海
上
輸
送
へ

の
転
換
の
動
き
が
み
ら
れ
ま
す
。

答 

令
和
６
年
に
実
施
し
た
お
で

か
け
医
療
セ
ン
タ
ー
で
、
改
め
て

中
山
間
地
域
の
状
況
を
認
識
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
、

中
山
間
地
域
の
医
療
提
供
体
制
の

在
り
方
を
市
医
師
会
や
隣
接
す
る

自
治
体
の
関
係
機
関
等
と
も
情
報

を
共
有
し
、
協
議
を
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

〇
田
人
診
療
所
の
今
後
は

〇
こ
れ
ま
で
の
市
の
入
札
制
度
は

〇
新
た
に
導
入
さ
れ
る
変
動
型
最

低
制
限
価
格
制
度
の
ラ
ン
ダ
ム
係

数
の
設
定
を
下
限
値
に
し
た
の
は

ど
う
い
う
理
由
か

市
民
の
会

遠
藤
　
崇
広

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を

問 
非
常
用
食
糧
の
見
直
し
と
避

難
所
の
環
境
充
実
へ
向
け
た
取
組

は
。答 

非
常
用
食
糧
の
確
保
す
べ
き

目
標
数
量
を
21
万
１
８
０
０
食
か

ら
35
万
５
５
０
０
食
に
拡
充
し
、

令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
対
応
を

教
訓
と
し
た
国
の
防
災
基
本
計
画

の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
確
保
等
を
図
る
パ
ー
テ
ィ
シ

ョ
ン
を
１
９
５
０
張
か
ら
４
６
７

農
業
施
策
の
推
進
を

問 

農
業
版
企
業
誘
致
な
ど
の
新

た
な
取
組
を
取
り
入
れ
る
こ
と
に

つ
い
て
の
所
見
は
。

答 

本
市
で
は
、
耕
作
放
棄
地
が

点
在
し
、
現
在
、
集
約
し
た
農
地

を
希
望
す
る
企
業
は
あ
る
も
の
の
、

そ
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。
様
々
な
課
題
は ▲ペット同行避難訓練の様子
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本
年
夏
ご
ろ
に
は
小
名
浜
道
路
の

開
通
も
見
込
ま
れ
、
県
中
や
県
南
、

北
関
東
な
ど
、
幅
広
い
地
域
と
小

名
浜
港
の
ア
ク
セ
ス
環
境
が
大
幅

に
向
上
す
る
こ
と
か
ら
、
市
と
し

て
は
、
こ
の
環
境
を
好
機
と
捉
え
、

物
流
機
能
の
さ
ら
な
る
強
化
を
国

や
県
に
働
き
か
け
な
が
ら
、
官
民

一
体
で
一
層
の
貨
物
集
荷
に
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

に
向
け
、
24
時
間
利
用
可
能
な
駐

車
場
・
ト
イ
レ
の
整
備
を
は
じ
め
、

授
乳
設
備
な
ど
の
子
育
て
支
援
機

能
の
充
実
、
道
路
情
報
等
の
発
信

機
能
の
新
設
な
ど
、
必
要
な
施
設

整
備
を
行
う
予
定
で
す
。

問 

今
後
、
市
と
し
て
ど
の
様
に

道
の
駅
を
Ｐ
Ｒ
す
る
の
か
。

答 

道
の
駅
登
録
は
、
本
市
の
観

光
交
流
人
口
の
拡
大
や
常
磐
も
の

の
Ｐ
Ｒ
強
化
に
向
け
、
大
き
な
追

い
風
に
な
る
も
の
と
期
待
し
て
お

り
ま
す
。
加
え
て
、
ア
ク
ア
マ
リ

ン
パ
ー
ク
全
体
の
魅
力
が
さ
ら
に

高
ま
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
道
の
駅
登
録
を
契

機
と
し
て
、
さ
ら
な
る
情
報
発
信

に
努
め
る
な
ど
、
小
名
浜
地
区
の

賑
わ
い
創
出
は
も
と
よ
り
、
本
市

の
観
光
交
流
人
口
の
拡
大
に
取
り

組
ん
で
行
き
ま
す
。

拓
く
会

伊
藤
　
浩
之

遠
野
和
紙
継
承
に

向
け
た
取
組
は

問 

市
の
魅
力
を
発
信
す
る
上
で

遠
野
和
紙
が
持
つ
可
能
性
は
。

答 

遠
野
和
紙
は
、
商
品
と
し
て

の
魅
力
の
ほ
か
、
一
連
の
工
程
作

業
体
験
を
通
し
、
地
域
や
人
、
文

化
と
触
れ
合
え
る
魅
力
が
あ
り
ま

す
。
特
に
、
紙
漉
き
作
業
体
験
は
、

体
験
型
旅
行
と
し
て
の
集
客
効
果
、

地
域
の
子
供
た
ち
へ
の
技
術
継
承

を
通
し
た
地
域
へ
の
愛
着
や
誇
り

の
醸
成
、
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上
に
よ

る
遠
野
和
紙
の
販
売
促
進
効
果
な

ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

問 

遠
野
和
紙
継
承
に
ど
の
よ
う

に
取
り
組
む
考
え
か
。

答 

今
後
も
、
担
い
手
の
確
保
と

育
成
、
商
品
開
発
、
販
路
開
拓
に

向
け
た
支
援
な
ど
、
遠
野
和
紙
の

継
承
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

公
明
、
維
新
の
合
意
を
踏
ま
え
、

令
和
７
年
度
途
中
か
ら
で
も
小
学

校
給
食
を
無
償
化
し
て
公
約
を
完

遂
し
て
は
。

答 

や
り
た
い
気
持
ち
は
同
一
で

す
が
、
財
源
が
捻
出
で
き
て
い
な

い
た
め
、
次
年
度
か
ら
は
厳
し
い

状
況
で
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

〇
策
定
が
進
む
市
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
規
制
条
例
案
で
市
民
の
安

全
・
安
心
は
確
保
さ
れ
る
の
か

日
本
維
新
の
会

小
野
　
光
貴

医
療
に
係
る
取
組
は

問 

救
急
医
療
体
制
の
強
化
に
係

る
今
後
の
取
組
は
。

答 

救
急
告
示
病
院
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
救
急
車
の
適
正
利
用

や
か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と
な

ど
の
周
知
・
啓
発
を
行
い
な
が
ら
、

救
急
搬
送
患
者
の
受
入
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

交
通
に
係
る
取
組
は

問 

地
域
公
共
交
通
の
強
化
に
係

る
今
後
の
取
組
は
。

答 
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
運
転
手
の

確
保
に
向
け
た
支
援
を
継
続
す
る

こ
と
に
加
え
、
市
内
各
地
域
に
お

け
る
定
額
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
取
組

を
発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

入
札
・
契
約
制
度
の

見
直
し
は

問 

地
元
に
密
着
し
た
事
業
者
の

受
注
機
会
の
確
保
を
目
的
と
し
た

見
直
し
は
。

答 

水
道
施
設
の
管
路
工
事
に
限

定
し
、
地
域
制
限
付
き
一
般
競
争

入
札
と
落
札
の
一
抜
け
方
式
を
試

行
的
に
導
入
し
ま
す
。

創
世
会

狩
野
　
光
昭

高
額
療
養
費
引
上
げ
の

白
紙
撤
回
を

問 

令
和
５
年
度
の
本
市
国
保
の

高
額
療
養
費
支
給
世
帯
数
は
。

答 

70
歳
未
満
が
１
万
７
６
９
世

帯
で
、
70
歳
以
上
が
１
万
５
０
６

１
世
帯
で
す
。

問 

高
額
療
養
費
の
限
度
額
引
上

げ
は
、
全
面
凍
結
し
、
白
紙
撤
回

▲小名浜港全景（福島県提供）

観
光
交
流
人
口
の
拡
大
に

向
け
た
取
組
は

問 

道
の
駅
い
わ
き
・
ら
・
ら
・

ミ
ュ
ウ
の
運
営
母
体
は
ど
こ
か
。

答 

株
式
会
社
い
わ
き
観
光
物
産

セ
ン
タ
ー
が
道
の
駅
の
運
営
母
体

と
な
り
ま
す
。

問 

道
の
駅
オ
ー
プ
ン
に
向
け
た

施
設
の
改
修
内
容
は
。

答 

令
和
７
年
９
月
の
オ
ー
プ
ン

▲外国人留学生が参加した遠野和紙紙漉き作業体験

公
約
で
あ
る
若
者
か
ら
選
ば
れ
る

い
わ
き
づ
く
り
は

問 

市
長
は
、
中
学
校
給
食
の
無

償
化
を
含
む
令
和
７
年
度
当
初
予

算
案
で
も
、
公
約
は
道
半
ば
と
捉

え
て
い
る
。
令
和
８
年
度
か
ら
小

学
校
給
食
を
無
償
化
す
る
自
民
、
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を
国
に
要
請
す
べ
き
で
は
。

答 

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

教
育
費
に
係
る
保
護
者
負
担
を
軽
減
し

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

問 

０
歳
～
２
歳
児
の
保
育
料
無

償
化
を
。

答 

多
額
の
財
政
需
要
が
生
じ
る

等
に
よ
り
、
実
施
は
困
難
で
す
。

問 

65
億
円
の
財
政
調
整
基
金
を

繰
入
し
、
小
学
校
の
学
校
給
食
費

無
償
化
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答 

小
中
学
校
共
に
無
償
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
尽
力
し
ま
す
。

問 

算
数
セ
ッ
ト
等
の
学
用
品
費

等
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
。

答 

現
在
学
校
に
備
え
て
あ
る
も

の
を
使
用
す
る
ほ
か
、
兄
弟
姉
妹

等
が
使
用
し
た
も
の
も
再
利
用
で

き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登
録
制
度

で
小
規
模
事
業
者
の
育
成
を

問 

小
規
模
修
繕
事
業
者
へ
の
発

注
実
績
を
増
や
す
取
組
は
。

答 

や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、

小
規
模
修
繕
事
業
者
に
発
注
す
る

よ
う
各
部
署
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

問 

公
契
約
条
例
の
制
定
を
。

答 

引
き
続
き
国
の
動
向
等
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

共
産
党
市
議
団

四
家
　
智
之

小
名
浜
道
路
建
設
に
伴
う

影
響
は

問 

地
形
の
改
変
に
よ
り
、
河
川

へ
流
入
す
る
雨
の
量
は
ど
の
く
ら

い
増
え
る
の
か
。

答 

山
林
を
掘
削
し
た
こ
と
で
、

保
水
力
に
変
化
が
生
じ
、
河
川
へ

流
入
す
る
雨
量
は
約
２
％
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

問 

い
わ
き
山
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
に
お
け
る
山
田
川
の
流

下
能
力
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答 

い
わ
き
山
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
に
つ
い
て
は
、
未
改
修

の
区
間
の
た
め
、
流
下
能
力
を
示

す
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
今
後
、

業
所
の
休
業
等
の
状
況
は
。

答 

令
和
３
年
度
が
休
止
０
件
・

廃
止
３
件
、
令
和
４
年
度
が
休
止

３
件
・
廃
止
２
件
、
令
和
５
年
度

が
休
止
５
件
・
廃
止
９
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
主
な
理
由

は
、
人
材
不
足
や
経
営
難
、
事
業

所
の
統
合
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

訪
問
介
護
基
本
報
酬
引
下
げ

を
国
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

答 

全
国
市
長
会
や
中
核
市
市
長

会
を
通
し
て
、
令
和
６
年
度
の
介

護
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
訪
問
介

護
の
基
本
報
酬
が
減
額
さ
れ
た
が
、

中
小
規
模
の
訪
問
介
護
事
業
所
の

経
営
状
況
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
事
業
所
が
安
定
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
報
酬

改
定
の
影
響
を
十
分
に
検
証
し
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
な
ど
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
国

に
要
望
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

〇
国
道
６
号
小
名
浜
地
区
林
城
・

飯
田
交
差
点
間
の
渋
滞
緩
和
は

〇
市
道
沿
い
の
樹
木
並
び
に
除
草

等
対
策
の
考
え
方
は

整
備
済
み
区
間
と
の
整
合
を
図
り
、

治
水
安
全
度
の
向
上
に
向
け
て
整

備
計
画
流
量
を
検
討
し
ま
す
。

▲いわき山田インターチェンジ付近

山
田
川
の
堆
積
物
除
去
は

問 

山
田
川
の
堆
積
物
除
去
の
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答 

県
道
い
わ
き
上
三
坂
小
野
線

の
関
場
橋
か
ら
窪
根
川
合
流
点
付

近
ま
で
の
延
長
約
２
㎞
の
区
間
の

堆
積
物
除
去
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
令
和
７
年
度
か
ら
８
年
度

ま
で
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

創
世
会

上
壁
　
　
充

訪
問
介
護
体
制
の
強
化
を

問 

過
去
３
年
間
の
訪
問
介
護
事

◆
傍
聴
の
手
続

　
本
会
議
当
日
に
、
議
会
棟
の
傍

聴
者
入
口
で
、
会
議
開
始
30
分
前

か
ら
受
付
を
行
い
ま
す
。
受
付
は
、

傍
聴
券
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
事
前
の
予

約
等
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
傍
聴
席
等

　
傍
聴
席
が
58
席
、
こ
の
他
に
車

い
す
用
の
ス
ペ
ー
ス
が
３
席
あ
り
、

先
着
順
と
な
り
ま
す
。

傍
聴
・
議
会
中
継
の
御
案
内

◆
議
会
中
継

　
ま
た
、
本
会
議
の
模
様
は
、
議

場
で
の
傍
聴
の
ほ
か
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
の
ラ
イ
ブ
中
継
・
録

画
中
継
で
も
御
覧
に
な
れ
ま
す
。

議会中継は
こちらから
▼

▲傍聴者入口（本庁舎西側）

【 

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者

登
録
制
度
】

　内
容
が
軽
易
で
履
行
の
確
保

が
容
易
な
修
繕（
設
計
金
額
50
万

円
以
下
、物
品
の
修
繕
を
除
く
）

を
市
が
発
注
す
る
際
、「
い
わ
き

市
小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登

録
名
簿
」に
登
録
い
た
だ
い
た
方

を
選
定
の
対
象
と
す
る
も
の
。



定
例
会
の
概
要

予
算
概
要
・
主
な
事
業

委
員
会
審
査

討
論・賛
否
の
状
況・意
見
書･

請
願

代

表

質

問

一

般

質

問

お

知

ら

せ

15 14

を
国
に
要
請
す
べ
き
で
は
。

答 
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

ま
す
。

教
育
費
に
係
る
保
護
者
負
担
を
軽
減
し

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を

問 

０
歳
～
２
歳
児
の
保
育
料
無

償
化
を
。

答 

多
額
の
財
政
需
要
が
生
じ
る

等
に
よ
り
、
実
施
は
困
難
で
す
。

問 

65
億
円
の
財
政
調
整
基
金
を

繰
入
し
、
小
学
校
の
学
校
給
食
費

無
償
化
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答 

小
中
学
校
共
に
無
償
化
が
図

ら
れ
る
よ
う
尽
力
し
ま
す
。

問 

算
数
セ
ッ
ト
等
の
学
用
品
費

等
の
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
。

答 

現
在
学
校
に
備
え
て
あ
る
も

の
を
使
用
す
る
ほ
か
、
兄
弟
姉
妹

等
が
使
用
し
た
も
の
も
再
利
用
で

き
る
よ
う
配
慮
し
て
い
ま
す
。

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登
録
制
度

で
小
規
模
事
業
者
の
育
成
を

問 

小
規
模
修
繕
事
業
者
へ
の
発

注
実
績
を
増
や
す
取
組
は
。

答 

や
む
を
得
な
い
場
合
を
除
き
、

小
規
模
修
繕
事
業
者
に
発
注
す
る

よ
う
各
部
署
に
依
頼
し
て
い
ま
す
。

問 

公
契
約
条
例
の
制
定
を
。

答 

引
き
続
き
国
の
動
向
等
を
注

視
し
て
い
き
ま
す
。

共
産
党
市
議
団

四
家
　
智
之

小
名
浜
道
路
建
設
に
伴
う

影
響
は

問 

地
形
の
改
変
に
よ
り
、
河
川

へ
流
入
す
る
雨
の
量
は
ど
の
く
ら

い
増
え
る
の
か
。

答 

山
林
を
掘
削
し
た
こ
と
で
、

保
水
力
に
変
化
が
生
じ
、
河
川
へ

流
入
す
る
雨
量
は
約
２
％
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
と
の
こ
と
で
す
。

問 

い
わ
き
山
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
に
お
け
る
山
田
川
の
流

下
能
力
は
ど
の
く
ら
い
か
。

答 

い
わ
き
山
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
付
近
に
つ
い
て
は
、
未
改
修

の
区
間
の
た
め
、
流
下
能
力
を
示

す
こ
と
は
困
難
で
す
が
、
今
後
、

業
所
の
休
業
等
の
状
況
は
。

答 

令
和
３
年
度
が
休
止
０
件
・

廃
止
３
件
、
令
和
４
年
度
が
休
止

３
件
・
廃
止
２
件
、
令
和
５
年
度

が
休
止
５
件
・
廃
止
９
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
主
な
理
由

は
、
人
材
不
足
や
経
営
難
、
事
業

所
の
統
合
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問 

訪
問
介
護
基
本
報
酬
引
下
げ

を
国
に
働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

答 

全
国
市
長
会
や
中
核
市
市
長

会
を
通
し
て
、
令
和
６
年
度
の
介

護
報
酬
改
定
に
お
い
て
、
訪
問
介

護
の
基
本
報
酬
が
減
額
さ
れ
た
が
、

中
小
規
模
の
訪
問
介
護
事
業
所
の

経
営
状
況
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
事
業
所
が
安
定
し
て
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
報
酬

改
定
の
影
響
を
十
分
に
検
証
し
、

抜
本
的
な
見
直
し
を
行
う
な
ど
、

必
要
な
措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
国

に
要
望
し
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
質
問

〇
国
道
６
号
小
名
浜
地
区
林
城
・

飯
田
交
差
点
間
の
渋
滞
緩
和
は

〇
市
道
沿
い
の
樹
木
並
び
に
除
草

等
対
策
の
考
え
方
は

整
備
済
み
区
間
と
の
整
合
を
図
り
、

治
水
安
全
度
の
向
上
に
向
け
て
整

備
計
画
流
量
を
検
討
し
ま
す
。

▲いわき山田インターチェンジ付近

山
田
川
の
堆
積
物
除
去
は

問 

山
田
川
の
堆
積
物
除
去
の
計

画
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答 
県
道
い
わ
き
上
三
坂
小
野
線

の
関
場
橋
か
ら
窪
根
川
合
流
点
付

近
ま
で
の
延
長
約
２
㎞
の
区
間
の

堆
積
物
除
去
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
、
令
和
７
年
度
か
ら
８
年
度

ま
で
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

創
世
会

上
壁
　
　
充

訪
問
介
護
体
制
の
強
化
を

問 

過
去
３
年
間
の
訪
問
介
護
事

◆
傍
聴
の
手
続

　
本
会
議
当
日
に
、
議
会
棟
の
傍

聴
者
入
口
で
、
会
議
開
始
30
分
前

か
ら
受
付
を
行
い
ま
す
。
受
付
は
、

傍
聴
券
に
住
所
・
氏
名
を
記
入
し

て
い
た
だ
く
だ
け
で
、
事
前
の
予

約
等
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
傍
聴
席
等

　
傍
聴
席
が
58
席
、
こ
の
他
に
車

い
す
用
の
ス
ペ
ー
ス
が
３
席
あ
り
、

先
着
順
と
な
り
ま
す
。

傍
聴
・
議
会
中
継
の
御
案
内

◆
議
会
中
継

　
ま
た
、
本
会
議
の
模
様
は
、
議

場
で
の
傍
聴
の
ほ
か
に
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
の
ラ
イ
ブ
中
継
・
録

画
中
継
で
も
御
覧
に
な
れ
ま
す
。

議会中継は
こちらから
▼

▲傍聴者入口（本庁舎西側）

【 

小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者

登
録
制
度
】

　内
容
が
軽
易
で
履
行
の
確
保

が
容
易
な
修
繕（
設
計
金
額
50
万

円
以
下
、物
品
の
修
繕
を
除
く
）

を
市
が
発
注
す
る
際
、「
い
わ
き

市
小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
登

録
名
簿
」に
登
録
い
た
だ
い
た
方

を
選
定
の
対
象
と
す
る
も
の
。
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今
年
も
田
植
え
の
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
苗
が
育
ち
、
青
々
と

し
た
葉
が
風
に
な
び
く
様
子
は

清
々
し
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
最
近
は
休
耕
田
も
目

立
ち
、
田
植
え
が
さ
れ
な
い
田
ん

ぼ
を
見
る
と
寂
し
く
感
じ
ま
す
。

昨
年
、
一
昨
年
と
全
国
的
に
米
不

足
で
す
。
物
価
高
騰
も
相
ま
っ
て

主
食
の
米
の
値
段
も
倍
に
な
り

ま
し
た
。

　
異
常
気
象
の
中
、
農
作
物
の
生

産
は
不
安
定
で
す
。
食
料
自
給
率

の
向
上
、
米
の
安
定
供
給
、
家
族

農
業
を
中
心
と
し
た
持
続
可
能

な
農
業
な
ど
を
目
指
し
て
議
会

の
役
割
を
果
た
し
た
い
と
考
え

ま
す
。（

議
会
報
編
集
委
員
会
委
員
）

表

紙

写

真

　
レ
ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
環
境
省

絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
、
福
島
県
絶
滅
危

惧
種
Ⅰ
類
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ラ

ン
科
ア
ツ
モ
リ
ソ
ウ
属
の
多
年
草

「
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
」。
膨
ら
ん
だ
花

の
唇
弁
が
発
達
し
た
も
の
で
、
平

家
物
語
に
登
場
す
る
熊
谷
直
実
の

母
衣
に
見
立
て
、
こ
の
名
が
付
い

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
き

市
田
人
町
石
住
綱
木
に
は
約
５
万

株
の
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
の
群
生
地
が

あ
り
、
そ
の
数
は
日
本
最
大
級
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
例
年
５
月
上

旬
か
ら
咲
き
始
め
、
下
旬
ご
ろ
ま

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　次期定例会は６月５日(木)から６月19日(木)
までの会期で開催される予定です。

月　　日 開会時刻 会議内容
６月 ５ 日(木) 午前10時 本会議（初　　日）
６月 ６ 日(金) 休 会
６月 ７ 日(土) 休 会
６月 ８ 日(日) 休 会
６月 ９ 日(月) 午前10時 本会議（一般質問）
６月10日(火) 午前10時 本会議（一般質問）
６月11日(水) 午前10時 本会議（一般質問）
６月12日(木) 午前10時 本会議（一般質問）
６月13日(金) 午前10時 常 任 委 員 会
６月14日(土) 休 会
６月15日(日) 休 会
６月16日(月) 午前10時 常 任 委 員 会
６月17日(火) 午前10時 特 別 委 員 会
６月18日（水） 休 会
６月19日（木） 午前10時 本会議（最 終 日）

※ 　日程、開会時刻は質問者数や議事の内容等により、
変更になる場合があります。

次期定例会日程(予定)のお知らせ

令和７年１月臨時会を開催しました
　国の補正予算の成立に伴い、速やかに対応すべき事業に要する経費について、補正措置を講じるため、令和７
年１月27日（月）に臨時会を開催しました。

補正予算の総額　37億3,689 万5,000 円
＜令和６年度いわき市一般会計補正予算（第７号）＞

―　主な事業は次のとおりです　― 詳しくはこちら▶

２ 小・中学校環境改善事業
　小・中学校長寿命化や空調設備設置、トイレ洋式
化を実施する。 20億9,261万２千円

◆小・中学校長寿命化事業  14億3,703万４千円
　児童・生徒の教育環境の質を保ち、学校生活の安
心・安全を確保するため、老朽化が著しい校舎及び
屋内運動場の長寿命化改修工事を実施する。

小名浜西小校舎(西棟)外壁改修工事等　小学校５校
内郷一中校舎長寿命化改修工事等　中学校４校

◆小・中学校空調設備設置事業 ５億7,380万４千円
　熱中症等を防止するほか、児童・生徒の教育環境
を改善するため、小・中学校特別教室に空調設備を
設置する。

平一小等　小学校33校
平三中等　中学校８校

令和７年度までに全小・
中学校の特別教室（３教
室程度）に設置完了予定

◆小・中学校トイレ洋式化事業 8,177万４千円
　児童・生徒の健康面、衛生面、生活面等の教育環
境を充実するため、トイレの洋式化を実施する。

平一小、平二中、泉中、
勿来一中

令和９年度までに全小・
中学校の適正器具数を
100％達成予定

１ 電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金
　エネルギー・食料品価格等の物価高騰の負担感が大きい低所得
世帯の負担軽減を図るため、給付金を支給する。

14億4,330万７千円
支給
対象者

令和６年度住民税非課税世帯
※住民税課税者の扶養親族のみからなる世帯を除く

給付額
基本給付金：１世帯あたり3.6万円
　※国の給付金に６千円を上乗せ　 
こども加算：こども1人あたり2万円

世帯数 36,500世帯(こども加算：4,100人)

３ 災害時非常用備蓄品整備事業費
　災害時の避難所等における生活環境の改善と市民の防災意識の
高揚を図るため、資機材の拡充等を実施する。 9,857万6千円

炊き出し用資機材
（温かい食事の提供）

パーティション
（プライバシー確保）

炊出し用かまどを沿岸部だけで
なく内陸部の避難所にも配備す
ることで、避難者自身やボラン
ティア等による食事提供が可能
な環境を整備

令和元年台風19号の最大避難者
数への対応に必要となる4,670
張を整備目標に、不足となる張
数の一部（2,000張）を前倒し
で購入


